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スポーツ 審判ハンド:7:)ク 


• スポ—ツの審判技術とル—ル 
を網羅した 

試合を裁く#判は十分な審判技術を身につけ、 
公平•厳密•的確に試合を進行させなければ 
ならない。本書は24種目のスポーツのルール 
と番判の技術を 事典 形式で解説し、ゲームの 
進行に沿って具体的にジャッジできるよぅ、 
初歩から第一線級の審判技術を網羅した。校 
内競技大会の審判にも十分役に立ち、体育. 
スポーツ関係者のみならず、フレーヤ ー にも 
必携のハンドブックである。 

菊判.八二四頁•上製函入¥2800 


【総論】審判に関する基本的事項•及各種目に共 
通する一般的事* 

【各論】各スポ—ッ種目の審判法を競技に即して 
具体的に記述 

I 序論 スポ—ッ種目の特性から生ずる審判に関 
する基本的事項©®目特有の審判概論®審判 
の構成と任務③審判のゼスチユア④審判の服 
装⑤競技時問など 

II 試合前の審判員の任務 試合前に' 審判が心が 
け、準備すべきものを具体的な形で記述。 

III 試合の進行 各競技種目の審判法を競技の特性 
をおいながら、プレ—とル—ルを関連させて解説 

IV 試合終了後の審判の任務 試合終了後に審判が 
しなければならない事がらを記述。 

Y 付録 ①審判員制度.の紹介.②重要な審判技術 
おょび知識の理解に役立つょぅ設問を付し解答を 
与える。 
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ブラスバンドの勇壮なマ—チに 

のって場内を一周する 16 人の若者 
たちの胸中に去来したものはなん 
であったろぅ——〇 
責任をまっとぅした安ど感、苦 
労をともにしながら途中で去って 
いたかってのナショナルチームの 

仲間、地方合宿で声援を送ってく 
れた中学生の瞳。 

栄光の行進に向かって降る五色 
のテ—プを払いの けようと もせず 


むしろうつむきかげんだ。 

胸をはれ日本。誰もがこう叫び 
たかった。 

しかし、たとえ誰がこの行列に 
加った としても、 静かに自分の足 
もとをみながらにちがいない。大 
事な一歩であった。貴重な一歩で 
あった。 

へき頭飾る会心の速攻 

日本の出足は快調。この大会の 
ヤマ場とみられたイスラエルとの 

1回戦(11月14日•東京体育館) 

開始50秒、ディフ i ンスの先頭 
に立った藤中がイスラエルの横パ 
スをガットし中央を突破、右から 
野田が猛然と走りこむ。いいパス 
が渡った。野田が突き刺さるよう 
なシュ—卜を決めた。目の さめる 
ような速攻である。 

木野が、近森が、飯田が、有永 
が、本田がコート上で一斉に手を 
叩 VV た。とびあがった。 

速いプレーを身上とする日本が 
へき頭で会心の一発を決めたこと 
が、‘その後の戦局にどれほど自信 


を与えた.か計り知れない。 

盛況の名古屋、大阪大会 

第1戦は15|4。意外に手応え 
がなかった。 

舞台を大阪に移しての第2戦、 
コートサィドにまで観客が.あふれ 
た。スタンドから太鼓が打ち鳴ら 
される。35年にわたる日本ハンド 
ボール界の夢の実現を析る響きを 
も聞こえた。 

その斗志において、あるいは一 
歩をゆずるのではないかとさえい 
われた韓国に対し完勝した。 

「全勝で代表だぞ j ファンの声 
援を背に選手たちは「まだ一次リ 
1ダが終ったばかり」と慎重な態 
度を崩さない。 

第3戦で勝利が確定 

日本快進撃は名古屋でもつづい 
た。国内有数の大体育館が人で埋 
った。ガンバレ〇〇……。選手を 
励ますたれ幕がいくつも吊るされ 
た。. 

.奮起したィスラ H ルの善戦にあ 


日本、 宿願の五輪出場権握る 

新たな目標へ一歩踏み出す 

勝った//•。日本は宿願のミュンヘンオリンピックアジア地域代表権をしつかりとその掌中におさめ 
た。ナショナルチームの皆さん、ごくろうさま。全国の関係者、フアンの皆さん、御協力、御声援あ 
りがと〇。 


って初めて苦戦。 

. 「イスラ ヱルの前半の強さは計 

算ずみ . J 。 ハー フタイムにも 

余裕があった。はたして後半が始 
ると7分間に6点をもぎとって快 
勝。試合後のプレス•インタビュ 
I はもぅ優勝ムー K - だ。 

田村会長、荒川理事長も「まだ 
1試合残っています」といいなが 
らも 「ありがとぅ」を繰り返す。 

有終の美、全勝飾る 

東京に戻っての第5日、韓国が 
イスラエルに屈して日本の自動的 
優勝、あっ気ないほどであった。時 
に11月 26 日午后7時 16 分。宿舎で 
は全国から贈られた千羽鶴が選手 
たちの静かな剴旋を待っていた。 

最終日、駒沢屋内球技場は四千 
近いファンであふれ、日本は声援 
に応えて有終の美を飾った。 

駒沢は日本ハンドボール界のふ 
るさとだ。数え切れぬほどの先輩 
たちがここで砂けむりをあげ、冶 
めたい風を切りながら青春の日々 
を送った。由緒の地で今、日本は 
悲願を実らせた。 

周到な準備と努力。日本は勝っ 
た。君ヶ代が場内に響きわたる。 

いつの日か、オリンピックの聖 
火の下で、この曲を聞きたい。 

そのために、第一歩を踏みだし 
た全日本チ I ムの選手たちにかさ 

ねて心から御苦労 さまと いいた 
、〇 


——「ハンドポ—ル」- 
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_ 日本ーイスラエル① 

_ ランニングスコア 

日本 イスラ it ■ル 

前半 

50秒 （ J ) 野田 

3分10秒②藤中 
7分5秒③有永 
11分1秒④近藤 
13分10秒 ① 

18分10秒⑥飯田 
26分 愛野田⑺ 

28分30秒⑦飯田 
.29 分30秒⑧有永 


後半 

25 秒 

⑨近森⑺ 


10 分 30 秒 

⑩木野⑺ 


12 分 

⑪中井 


17 分 

⑫中井 


18 分 

②⑺ 

20 分 30 秒 

⑬木野⑺ 


21 分 


③ 

22 分 5 秒 

⑭野田 


24 分 

⑮有永 


24 分 10 秒 


④ 

⑺は 7 MT を示す 
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日本、快調なスタート切る 

第1戦•日本Xィスラエルの1回戦は11月14日東京体育館で開 
会式に引きつづき午后 3 時 43 分から開始。観衆三千九百。 

▽レフエリ— H •力1ルソン(スゥX—デン)、 L •オルソン 

(スゥ HI デン)▽公式計時員岡前義春(日本)▽公式記録員 
佐野和夫(日本) 

日本15( 78 :1 31 )4;1スラエ *] 副. ffl'l 中野田も永江井川.氧 ) 

4[0本大飯藤木野近有大中早新 C 
得〇 0312313020015 

▽反則退場〔日】木野、中井、藤中 
1 C ィ】 ホフマンいずれも2分 

観戦記 藤本強 

T (本誌編集長) 
M 

7 開始後 40 秒、ス.ローオフのボー 
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ルをゆっくりと廻していたイスラ 
エルのボ11を 5—1 防禦のトッ 
プにいた藤中がカット、ドリブル 
で進み、右サイドから中央に走り 
こんできた野田に-パス、野田が中 
央やや右よりからジャンプシュ— 
卜を決めた。このカット•速攻、 
藤中、野田による1点がその後の 
この大会の命運を決めたといって 
よい程の見事な速攻であった。 

ついで co 分、藤中がまたもやイ 
スラ エルのボールをカット、その 

まま自ら持ちこみ、決めた。 

この2点犯より、日本チームは 
グッと楽になった。 

逆にイス-フェルは縮みあがり、 
深いところでボールを廻し、•シュ 
—卜らしいシュートを打てないま 
ま時がたった。この間、本田も良 
くゴールキ^__パーをつとめ、防^ 
のピストンと相まって、デイフエ 
ンスは全く危気がなかった。 

しかしながら、日本の攻撃は今 
一歩冴えがなかった。これはイス 
ラエルのゴ！ルキ1パ丨•セラの 

好守もあったが、二人をやや前に 
出したイスラユルの一線防禦を攻 
めあぐみ、セットでは、•なかなか 
スカッとした点を取れなかった。 
見ている側と -L ては、 13 分にフ 

リース ローらテルオ T' に ワン* 
フェイントでぬかれた1点に押え 


まず大量点はとられる訳はないの 
で、安心して見ていられたが、セ 
ットになるとこれといぅ絶対の決 
め手のないこと、ノーマークをミ 
スすることなどから、今一つもの 
足りなさを感じさせる前半であっ 
た。この間にも、着々と得点を重 
ね、前半は 8—1 と大差をつけ、 
大勢は決まった。 

後半開始直後、近森が 7MT を 
決め、快調にすべり出したが、そ 
の後は10分間得点なし、次の得点 
が、41分の木野の7 MT といぅの 
であるから、いささかじれったい 
後半に入って、7 MT でない得 
点が入ったのは42分になって、中 
井による得点。 

ィスラエルは48分にバングロビ 

ッッが 7MT を決め、51分、54分 
に リクリンが 日本が得点を とって 

すぐの スロ丨 オフのボIルを ロン 
グのジ ヤン プ シュートで 2点をた 
たきだしたのがせいぜいで、日本 
のデイフヱ ンスを 破るまでにはい 
たらなかった.。 


村田監督の念願であった〃良い 
守備"はどうやらできあがったが 
他に課題が生れたのがこの日の全 
日本チームである。 

一時間中緊張を続けているの 
はたいへんなことであろう。しか 
し、全日本 チ ームは アジア 予選を 
勝ちぬくことが目的ではない害、 
オリンピック 入賞へ、あわよ くば 
メダルをと考えている答、このよ 
うな意味において、 リク リンの得 
点はいかにも残念である。 

また攻撃においては、完全なノ 
丨マークをミスするケ—スが 4 〜 
5回もみられた。7 MT の ミス も 
2本 ある。 

とにかく檜舞台での試合はこん 
な大差がつくことは考えられない 
1点、2点がいかに重要な意味を 
もっているかは判りすぎるほど判 
っている害。1点に泣いた1年前 
のことを考え、1点、1点を大事 
にしていって欲しい。後半の 7M 
T 以外の得点が僅か4点というの 
はいかにも寂しすぎる。 
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ミユンヘンオリンピツク予選快勝記念 
◊パッヂ 1個 100円 

◊銀製 ネクタイ止1個1000円 

お申しこみは日本ハンドポール協会資金委員会 

(東京都渋谷区神南1の1の1 Tel 03-467-7097) 


…….お礼とお詫び . h . 

ミ d ンヘン•オリンピック 

アジア地域予選開催にあたつ 
て、全国関係者の協力を賜り 
厚く御礼申しあげます。 

日本チ I ムの勝利、大会の 
成功は皆々様の御支援にょる 
ものと重ねて感謝の意を表す 
とともに、入場券前売りなど 
で若干の手ちがいが ありまし 
•7 t ことをお諮びいたします 
12月1日 

日本協会アジア予選 
実行委員会 


韓国鮮やかな逆転勝ち 

第 2 戦•ィスラエル X 韓国の 1 回戦は 11 月 17 日午后 6 時 6 分か 
ら東京体育館で行われた。観衆一千▽レフ X リ I H •カール 
ソン L V オルソン ▽公式計時員岡前義春▽公式記録員 
佐野和夫 
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關(1黄全^1柳 S 朴成車3) 
8金 金李金金 C 
得〇 2001003027 15 

▽反則退場【韓】全、金(成)いずれ 
も2分 


養敢記 


武藤.一彦 

(I) 


〃ストップ•ザ•ニツボン"を 

めざす両チーム。すでに第一戦、 
日本に完敗したイスラエルはとも 
かく、韓国は今大会に初登場•た。. 
村田監督以下選手、関係者の鋭い 
目が光る。. 

先取点はイスラ H ル。ビアリッ 
クが 7 MT をあっさり決めた.。続 
いて 3 分。テルオアが韓国 DF 陣 
の真正面から戦いを挑む。 1'9 : 4 
cm の長身、サウスポー、ボ！ルを 


わしづかみにするとグッと切れ込 
み ヮンドリブル。 その瞬間、から 
•たを一•回転、ノ I マークになった 
ところをあざやかに決めた。会場 
から ホーッ 、といぅ嘆息、みせる 
プレーだった。 

韓国も持ち味をフルに発揮し 
た。 4 分、ゴール右の柳が ポスト 
に待つ車に好パス、車がすかさず 
倒れ込んだ。 

DF 突破で〃内部"-からの攻略 
をめざす両チーム。イスラエルは 
ょり高い効率を求めて外側からの 
シュ I 卜を 打たなかった。韓国は 
正面をさけ左右の倒れ込みに執着 
した。中盤を迎えてイスラエルが 
3—1 とリード、動きのわりには 
少くない得点となったのはそのせ 
ぃだ。 、 

だが、このあとイスラエルの動 
きにスキがでた。疲れか、一瞭の 
気のひるみか。突然動きがとまる。 

韓国は 16 分、黄が右寄りから左 
ポストにあたるきわどいシュ^~卜 
で 1 点差に迫ると 18 分、 20 分とた 
て続けに 7 MT を車が決めてあつ 
さり逆転。21分には金(弘 )— 黄と 
•わたる初の速攻も出て 5 1 3 とし 


2点差で迎えた後半はシーソー 
ゲーム。金(弘)、車、金(成)の活 
躍で韓国が逃げれば、，イスラエル 
はヤリミ、 ヴァン グロビッツ、ナ 
アマンが頑張る。しかし、韓国の 
攻撃には幅があった。 19 分すぎ車 
が中央からバゥンドを決めたのに 
続き、速攻で金(成)、さらに22分 
には 車が左スミからフヮリと浮か 
したフヱント*シユ^卜で13|9 
と大勢を決めた。 

韓国はよく動いた。ロー リング 
のあと左右からとび込む、いわゆ 
るボクシングで いぅ 
〃テレフオン•パン 

チ"。攻撃は単調だ 
が、ボールに一丸と 
なって殺とぅするひ 
たむきさで一歩勝っ 
ていた。イスラエル 
はシ ュ丨卜 •チャン 
スをむざむざと見捨 
てる〃もったいな 
い"攻撃が惜しまれ 
る0 

なお、この試合は 
日本ハンドボール史 
上初の国内における 
外国同士の対戦だっ 
た0 

写真は韓国イス. 

ラエル 1回戦金 
(成)のシュ！ 

卜決る GK セラ 
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日本、絶妙のパス攻法 

目立つ車聖福の攻撃力 

第 3 戦、日本 X 韓国の 1 回戦は 11 月 20 日午後 6 時 2 分から大阪 
市立中央体育館に満員.•三千七百人の観衆を集めて行われた。 
▽レフエ.リー 、 H . カールソン 、 L . オルソン▽公式記録員■東 

嘉伸(日本〕▽公式計時員、山本孝男(日本) 
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S 3 黄車全 S 宋柳 S 擎4) 
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H 田村田井田永森野江川海} 
才 東 1 

[0本大飯中野有近木大早氷3( 
#o 〇 0.4 3324130020 

▽反11!退場 〔日〕 飯 田 == 2分間 

観戦記 杉山喷 

(NHK 運動部) 
立ちあがりともに気負いがみら 
れた。初得点は 3 分の日本。近森 
が相手のパスミスを素早く捨って 
独走であげたつづいて 4 分木野— 
近森。 

韓国は詰めのいい日本のディフ 
ヱンスを攻めあぐみチャンスがつ 
かめない。 18 分やっと車がミドル 
をとばしたが、9分、12分日本の 
巧妙な攻撃で4 —1 となった。 

戦局の岐れ路は微妙なワンプレ 
1にある。 

15分の韓国のプレーがそれだつ 


シユ1卜•リバゥンドを仏 n って 
の逆襲で金(成) 冰ノ— マ— ク 、絶 
好の チャンスだった が GK 本田が 
鮮やかに クリアランス、ピンチを 
救った。 

，金(成；^の若さを読んだ本田の動 
き勝ちともいえたが、 ここで 1点 
あったら、韓国は反撃の態勢を整 
えられただろぅ。 まして や 50 秒後 
車のミドルが実ったのだから。 

16 分をすぎて日本は完全にぺ一 
スへのった。特に中井の動きが冴 
えた。17分、19分それぞれ野田、 

木野の好アシストを得て連続ゴー 
ル、 さらに 場内を沸かせたのは 19 

分20秒の野田だ。サィ - 

ドの彼にボールが渡る I 
ともぅ 大歓声、期待に1®難 
応えて十八番のダィビ コ 
ングシユートを決めた 
のだから四千の.ファン 
は大喜びだった。 本二 S 

後半になって韓国も日 . 
クロス パス多用の攻め 1 
口を改め遠い球廻しか I _ 


ら車、宋らでミドルを狙ってでた 
が、日本の守りは崩れない。 

ほとんどつけいる又キを与えず 
封じこみ、攻めては有永の強肩、 
近森、中井の活躍で7分12|6と 

ダブルスコア。 

このあと木野が 10 分 13 m 地点か 
らのロング、11分ジャンプからの 
バゥンズ、13分サイドから倒れこ 
みと〃独演会，。勝利を確定づ.け 
た。 

韓国も車が切れ味の良いシュー 
卜を放って7 MT 3 点を含む〇〇ゴ 
丨ルをあげたほか全員最後までス 
ピードが劣えず、中盤の走りでは 
むしろ日本をしのぐ場面さえみせ 
た。しかし、国際経験で日本に一 
歩も二歩もゆずった。日本は絶妙 

なパ スヮー クに よる 攻撃とシャー 
プなフットヮ^~クによつ.て支えら 
れた守りの固さが勝因で第1次リ 
1グを順調にのり切った。 

ホルル IHF 技術委員長は - I こ 
れほどスピーディな試合を見たの 
は初めて」と激賞したが、得点差 

7^. : 

車 車 宋 車車 ： 
①② ③④ ©." 


森森永井井井田永田 野 
近近有中•中中野有野 木 
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨ ©■ 

沙 秒秒秒 秒 
4045301012 

VJ VJ 
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3 4 8 81216161819202021222528 


の割に、たしかに見応えの*.る面 
白いゲームであった。 

【第1次リーグ順位〕①日本勝ち点 
4 (得35、失13)©韓国勝ち点2 
(24、33)③ィス-ラエル勝ち点〇 
17、30) 

木野抉木野実選手の公式国 
.記録更新_際試合連続得点はこ 
の予選会を終ってついに33試合と 
仲び.た。通算136ゴ—ル。41年9月 
中国戦でデビュー以来といぅの*た 
，から 素晴しい記録だが、当人は 
「新聞などが騒ぐだけ……」とま 
ったく 気にしていない。 

ベスト7最終戦の記者席はす 
を選べばでに白本の優勝も決 
まりもっぱら 各国の主力選手の 
〃勤務評定" fc 話の花が咲いてい 
... .たが本誌がそつ 
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と聞いた机上の 
•ベスト•セブン 
は上記のような 
顔ぶれであっ 
た。 


永井野野野田' 江川川川 
有中木木木野 大早早早 
⑪⑫⑬⑭⑮⑯ @⑬⑲⑳ 

秒 秒 秒 秒秒 
26 5.1 12 
分分分分分分分分分分分分分分 
2 3 71011131516171819212329 


4 — 








日本、 後半一気の速攻 

第4戦•イスラエル X 日本の2回戦は11月23日午後3時10分か 
ら名古屋•愛知県体育館で行われた。観衆四千五百。 


▽レフエ* 


H . カールソン、 L •オルソン▽公式計時員稲 


石三二(日本〕▽公式記録員林正信(日本) 


日本18(126叫25)71ラエ 
得 0 013 2 0001000 7 

^]ランミームクンリアリニン 

ェ マ ？、、ッマ ァォザ モリ，^ 
ラトリ /リ • 一-1 . 
ス レフン，フンルラドク C 
イノ ネ 

h セホヤレテビホべテエアリ 

/IV/- ( -V r 

K P ^ 
G F /IV 

和田里永野田田中森実井藤 ) 

CB 本下有木野飯藤近新中斉 C 
0〇 023262102018 

▽反則退場【日】斉藤、【イ】ャリミ 
リクリンいずれも2分 

観戦記 改 田智洋 

へ朝日新聞名ン 
(古屋運動課) 

「いいディフヱンスが出ればいい 
速攻が一人でに出るものだ」と村 
田監督がいったが、このいいディ 
フヱンスが組めるよぅになったの 
は後半からだった。前半の日本は 
イスラエルに手の内を読まれ、第 
一戦で大勝したとは思えないほど 
苦戦をしいられれていた。 

日本の立上りは 0—6 のディフ 
ヱンス。イスラエルは 1 —5 0そ 
れも中央の三人の動きがよく日本 


は容易に攻込むことが出来ない。 
それでも7分よぅやく木野—野田 
と渡り、野田が右サィドから得意 
の倒込みシュ—卜で先制点をあげ 
た。さらに〇〇分 30 秒、木野が中央 
の近森に、近森がバックハンドパ 
スで中井にと右から左へ速いパス 
を回して追加点をあげた。これで 
日本はぺースをつかむ.かにみえ 
た0 , 

ところが ィスラエルは第一 戦。 ハ 
スをカットされ速攻に結びつけら 
れて大敗しているため、中にはい 
らず外で大きく。 ハスを 回ナ。第一 
戦の敗北で当然考えられる作戦。 
これが図に当った。そして日本が 
対戦前もっとも警戒していた長身 
を 生した ロングシュートを 打って 
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きた。 9 分に右 45 度から レフ ラ— 
が、11分10秒には同じ位置からテ 
ルオアがともにロングシュートを 
決めまたたく間に追いついた。さ 
らに12分、今度は左45度からテネ 

ンバゥムがカットインシュ丨卜で 
逆転に成功した。日本としては予 
期しなかった苦戦だ。 

だが、 414 のぁとの 23 分、イ 
スラエルのレフラ I が 7 MT を失 
敗したのに対し、 30 秒後に日本は 
.野田が 7 MT を決め 5 —4 とリ— 
ドした。この 7 MT の明暗は前半 
終了前から後半にかけての試合の 
流れを変えた。 

日本は前半の中盤過ぎから藤中 
か中井を大きく前に出してイスラ. 
エルの攻めを早い時点でつぶそぅ 
とわた。「あのデイフヱンスが当 
ったのが勝因」と竹野コーチは試 
合終了後話した。が、得点では1 
点リ ー ドして終った前半だが、印 
象としては調子に乗ったイスラエ 
ルと浮足立った日本の差が出てい 
たという感じだった。 


野中中田田井永田野田森永 一5 
木藤藤飯飯中有飯木飯近有 
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秒秒秒秒秒秒 秒 • i 7 
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分分分分分分分分分分分分分分 { 
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しかし後半になると日本の動き 
が見違えるよぅによくなった。デ 
ィフヱンスがしっかりしてきたの 
で攻撃も速くなる。攻守の歯車が 
ぅまくかみ合いスムーズに動きだ 
したといった感じ•た。開始直後の 
木野のロングシュートにはじまり 
野田—藤中の大同製銅コンビによ 
るポストプレ—などで着実に、そ 
して面白いように加点、わずか7 
分間で連続6点をあげて試合の大 
勢を決めた。 


ィスラエルはこの大量失点でベ 
ンチも選手もいっぺんに戦意を失 
ってしまった よぅ だ。動きは悪く 
なり、ミスも続発。さらに若手選 
手をいれたため、玟守のテンポが 
ますます乱れ差は広がる一方。後 
半わずか2点しか返すことが出来 
なかった。 

この結果日本は三戦全勝とな 
り、得失点差もプラス 33 。最終戦 
の対韓国をまたず九分九厘ミュン 
ヘン五輪への切符を手中に納めた 


レフラ ー(u 点)、韓国を圧倒 
日本の〃自動的優勝"決まる 

第 5 戦•韓国 X イスラ H ルの 2 回戦は11月 26 日牛後 6 時 9 分か 
&駒沢屋内球技場で行われた。観衆四百 

▽レフエリー H . ヵール乂ン、1.オルツン1>公试計時員藤 
田八郎(日本)▽公式記録員佐野和夫 

^■ステ H 2 ( 4 8 — 6 ) 15 韓 国 ベン アリい ずれ も 2分、ベン アリ 
ル ^1 —9/ 5 分。 

得〇 01090201011 15 

_ 泳 (1 黄全車宋诚孫 (a 柳朴 6 3) 観戦記.武 i ^ i - fl ^ 
s __ Kru ^ a 知％綱 ) 
G F 「オイオイ、一体どぅなつてん 
J ンラーン.クミムリリニッア だい」スタンドで観戦の日本チ— 
巧 マラ マッ 4 ァザ^ 才-ムの面々がすつか S んだのもム 
ラ.ト リリ ハ. nd 5) リはない。弱いハズ？スラエル 

スル フー T ペンラドゾル C .が豪快な攻撃から次々と加点、韓 
R ホセレナビヤー 7-^ ベエアバテ 、国をほんろぅしたのだ。 

得 00 13 030100221 22 前半はイスラエル•レフラ I 対 
▽反則退場【韓】李、【イ】レフラー、韓国•車の一騎打ち。スロ—オフ 
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日本 ハ. ンドボール協会公認 




=0JL-J^ 

_釣鐘工業株式会社 



一拍子ぬけの劇的瞬間 


ラマンの"優勝"の取材がは 
じまった。 

騷々しくなるまわりに比べ 
て選手たちはいっこうに沸か 
ない。「満員の観衆、日韓戦 
の興奮が尾を引く中での優 
勝、 ヵッコよ かったハズなの 
に……」。それがスタンドで 
の達成、しかも外国同士の対. 
戰 日と あって7ァンの 数はま 
ばらとき ている。 

□ ……「最終戦まで持ちこん 
で、となればた. L かに〃演出 
満点"だったでしょうが、そ 
んな冗談がいえる余裕も、こ 
れまでの努力があったからこ 
そ.•.…」と荒川理事長はいか 
にもこの場にふさわしい勝利 
の弁を述べた。記者会見に臨 
んだ村田監督、竹野コーチ、 

木野主将も喜びの談話よりし 
んみりとした回想ばなしばか 
り。永い道のりを印象づけ 
た。 

来合せていた古い OB たち 
はこの勝利に漫心する ことな 
くむしろこれ からが勝負だ、 

と新たな斗志を期待、 35 年目 
の快挙はいたって地味なム— 
ドのうちに成しとげられた。 

□. この夜のミ^~ティング 

にお祝いの美酒はなかった。 

いつものようにヴィデオテ 
1プが〃次の相手，を映し出 
し熱心な議論が夜遅くまでつ 
づけられた。すべて宿願を成 
就させた直後とは思えぬ静か 
な風景であった。 


直後、車が0卩の正面をかけ抜け 
ざま45度から決めてまず先取点。 

が、 イスラエルも〃 身上〃 のスロ 
丨スターター によう やく 火のつい 
た7分、 レフ ラ ー が 左 45度、高い 
位置からのバゥンド•シュ ートで 
追いつく。こうしてはじまった 
"対決"はなんと車が連続5 (内 
7 MT 2) レフラーも 5 運続 (7 
MT 2) を含め6得点とず さま じ 
い爆発力を互いにみせて好勝負。 
結局前半は8 —6 でイスラエル、 
わずかに優位のまま終った。 

後半も一進一退の展開が続い 

た。 イスラエル•ビアリックの 外 
側からの強引なシュ—卜とレフ ラ 
丨の 7 MT で4点差にすると韓国 
も車が7 MT と正面突破で一歩も 
ひかない。しかしこうした試合展 
開の中にも イスラエルの 動きが伸 
び仲びとしていた反面、韓国は D 
F の 精彩がなく、 イージー •シュ 

—卜を楽々と打たせて青息吐息… 
〇 . 

韓国の破結は、10—12で迎えた 
14分にやってきた。冶#さを欠き 
しばしば退場、 7 MT のくり返し 
をしていたが、 ここでレフラー に 
7 MT を許し、その直後、 DF の 
穴を再び レフ ラーにつかれ、豪快 
なロング •シュ ー トを決められ。 

その後はイスラヱルの一人舞 
台。スナップのきいたレフラーの 
シュートは.あいかわらずさえ、加 
えてビアリックの矢のようなシュ 


1卜も決りはじめ、手のつけられ 
ない得点ラッシュとなっていっ 
た。 

対日本二回戦、前半でくいさが 
って意気あがるイスラヱルに対し 
て韓国は.、口—リングそしてサイ 
ドからとび込むといぅ単調さのく 
り返し。攻撃のパターンを読みつ 
くされては得意の.速攻が不発に終 
つたのも仕方ないだろぅ。 

22—15で イスラ H ルの勝ち。 こ 
の瞬間、日本のミュンヘン行きが 
決定した。スタンドで静かに喜び 
.をわかち合う日本チームが印象的 
だった。 


派遣の決定は JOC で 

アジア予選を勝ち抜いたことで 
早くも関係者、フアンの関心は来 
夏のミュンヘンにとんでいるが日 
本チ—ムの派遣決定は日本オリン 
ピック委員会 ( JOC ) が行ぅこ 

とになっている。 

JOC が、苦節 35 年、 よぅやく 

にしてつかんだ全ハンドボールマ 
ンの〃栄光"を評価してくれるこ 
とを 期待すると同時に、日本ハン 
ドボール界が今回の勝利に慢心せ 
ず、より自重して今後の発展を期 
す ことを 誓いあいたい。 

☆ ☆ 

☆ ☆ 


ln ……待ちに待った瞬間がこ 
一うも平凡な、感激のうすいも 
のであったとは——。ある時 
は興奮状態に追い こまれる ほ 
ど緊張し切っていた選手た 
ち。 もつ と歓喜してよいハズ 
だった。それがカメラマンの 
注文でやっと笑顔がのぞく程 
度、拍子ぬけの〃劇的瞬間" 
でぁった。 

□ ……大会が近づくにつれ 
「日本、楽観を許さず」の声 
が高まり、ギャリア豊かな木 
野主将でさえ、第1日(14日 
•東京)の前日は「こんなに長 
い一日があるだろう.か」と思 
っ•たほど重責に押しつぶされ 
そうな気持ちでいたという。 

一 いざ幕をあけてみるとイス 
ラエルに切れ味がなく、韓国 
も燃えたぎるファイトが感じ 
られなぃ。 

□ ……第1戦を終えて誰もが 
「いける」と 思った よう だ。 
取りこぼしだけを注意しな 
がら日程が進んだ。 

第 4 日( 23 日名古屋)で新 
一聞は 早々と 「、、、ユンヘン行き 
確定」を打ち出した。 

残る望み (？) は最終戦に 
優勝がかかり、コート上で思 
い切り勝利をうたいあげるこ 
とにかかった。そのためには 
韓国がイスラエルに連勝しな 
一ければ . 。 

□ ……イスラエルの鋭い動き 
一に点差は開くばかり。「こり 
ゃあ今夜決まるぞ」。後半10 
分をすぎる頃から記者やカメ 
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5 分 


① 

5 分 10 秒 

①野田⑺ 


8 分 


② 

8 分 50 秒 

②中井 


9 分 30 秒 

③近森 


14 分 22 秒 

④野田⑺ 


15 分 5 秒 
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18 分 

⑥野田⑺ 


19 分 25 秒 
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20 分 18 秒 

⑥木野 


21 分 

⑦近森⑺ 


24 分 20 秒 
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10 分 50 秒 
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13 分 

⑬木野 


15 分 10 秒 

⑭飯田⑺ 


16 分 


⑦ 

16 分 40 秒 

⑮有永⑺ 


17 分 35 秒 

⑮木野 


19 分 30 秒 

⑫有永 


22 分 

©永海 


24 分 20 秒 

⑲木野 


27 分 30 秒 

⑳木野 


29 分 

_ 永— 



半を何とか00 ^ —4とリ I ドした。 

後半に入ると木野、有永らに調 
子が出て、徐々にぺースを取り戻 
してきた。5分韓国の 7 MT を G 
K 本田の好守からボールをはじき 
返すと木野が逆に速攻を決めて加 
点。その後もほぼ1分間隔で得点 
を重さね、 16 分すぎからは連続7 
得点して勝利を不動のものとし 
た0 


日本、有終の美を飾る 

全試合一桁の失点に防ぐ 

第 6 戦(最終戦)日本 X 韓国2回戦は11月 28 日午後3時42分か 
ら満員•約四千の観衆を集めた駒沢屋内球技場で行われた。 
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L - オルソン▽公式計時員岡 

観戦記 小山敏昭 

へ共同通信レ 
一社運動部) 

日本の快勝—。すでに優勝を決 
め4戦全勝でミュンヘンへ花を飾 
ろうという日本。そんな意欲が前 
半 CD . 攻撃にわざわいしてなか.なか 
リズムに乗れなかった。しかし攻 
撃面でのさえのなさは守備力にも 
UK ! のをいわせ、韓国に大 
量得点を与えなかった 
のが良かったのだろ 
う。裏を返せばディフ 
ヱンスカの差が勝敗を 
分けたといえる。 

立ち上がり5分すぎ 
までは両 チ^ ~ムともシ 
ュ ー トチャ ンスがつか 
めなかった。日本は早 . 
く得点しようとあせり 
韓国は攻撃のフォーメ 
丨ションを日本守備陣 
に読まれ無理な形のシ 
ュートを繰り返してい 
た。それでも先制点を 
奪ったのは韓国だつ 


-⑮⑦@⑪⑩④⑨①②•③ . 
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【日 本】 【イスラエル】 S 国〕 


た。過去3戦で24得点と韓国の6 
割以上の得点を記録している高校 
生、車聖福をマ I クするあまり、 

黄致範に左ポスト下にバゥンド シ 
ュ—卜を決められた。しかし日本. 
もシ ュート しよぅと した有永に反 
則した韓国のミスから野田が簡単 
に同点7 MT を決めた。その後日 
本は先手を取ろぅと野田が再度に 
わたってコ I ナーからの倒れ込み 
シュ ー トを見せたが、 シュートは 
韓国 GK の正面をついて得点にな 
らなかった。それでも韓国選手の 
不用意な反：則で 7 MT を取り、前 


速攻を得意とする同じ型の両国 
だが、正確さと組織力ははるかに 
日本の方が上。一年以上にわたる 
合宿で、本来なら各チ—ムのヱ— 
スであるための n ンビ ネーシ ヨン 
.の心配も全く見られなかった。こ 
れが若さの特権といぅのだろぅ 
か。また有永、近森らがみせたポ 
スト プレ ー は スウ H 1 デンから学 
んだものと思われる。上背のない 
チームを相手としたときに効果の 
ある プレーということはいやとい 
うほど スウ ヱ—デンのオルソンら 
が見せた。そういう意味で もスウ 


ヱーデンの来日は無駄ではながっ 
たわけだ。試合後の表彰式で田村 
会長、荒川理事長の大粒の涙がい 
ままでの苦労の全てを物語ってい 
るょぅ だった。 

村田監督の話日本で予選を開 
いた甲斐がありました。この一年 
間強化目標を防禦においたのが成 
功したと思います。本番までにな 
お一層これまでの経験を生かして 
きたえぬいていきたいと思いま 
す。選手が恵まれない環境を克服 
して、本当に良くやってくれまし 
た。 







^ 嬉しい。まったく文句のない日 
M 本の勝利であった。 

^ 昭和.41年9月にミュンヘン強化 
一選手 28 名を発表して以来5年2ヶ 
>月、この間3回の欧州遠征 (2 回 
从の世界選手権出場を含む)。お金 
一もないの 1 C 背伸びしすぎる、頂点 
M 強化だけが総てなのか一内外から 
S の厳しい声に、私自身も何度自問 
以自答したでぁろ 


への道を切り開いてやりたい。そい。 ：： 
れがハンドボールに親しむすべて 参加が実現したあかつきにはミ‘ 
の人に誇りを与えることになるのュンヘンでも恥ずかしくない成績》 
だ。底辺の拡充にたずさわる人もをあげたい。そのためには改めて：： 


いつかは判ってくれると思った。 

多くの難関と悪条件をくぐりぬ 
けて監督、コーチ、選手が、いや 
全国の関係者がオリンピック予選 
へ一丸となって突き進んでくれた 


{•ぅか。 

^ そしてそのた 
^ひに私は8年前 
W 東京 オリン ピッ 
《ク直前、種目削 

W 減の悲劇にあった*あの日，のこ 
■一とを思い出した。オリン•ヒック種 
《目からはずされたばかりに、体協 
の玄関をくぐるのさえ苦痛であっ 
? 

A オリンピック至上主義、人は笑 
^うかも知れない。しかし後 ic 続く 
一若者たちになんとかオリンピック 


全国一丸の協力に感謝 


日本 ノ 、〆 トボ ー 

荒 


ことに感謝をしたい。ありがとぅ 
皆さん。 

問題はこれからだ。オリンピッ 
ク種目として先輩種目と肩を並べ 
るようになって、いっそうハンド 
ボールを見る目は厳しく、けわし 

いものになっていくであろう。自らお礼の言葉を述べたい。 
重し我が歩む道を誤ってはなるま 


スタ—卜地点にたって慎重な対策 f . 
をこうじたい。 ^ 
与えられたチャンスをいかに活1 ■ 
かすべきか、来年8月の オリンピ1 • 
ック 開会までの9ケ月 こそ 日本ハが 
ンドボール界の； 
浮沈をかけた期一 
間ということが》， 
できよう。 \ 
重ねてすベてへ‘ 
を犠牲にして全从 
ハンドボールマンのために斗い栄 .»»* 
光を手 fc されたナショナルチ—ムヘ 
に敬意を表するとともに、つねに W 
我々の活動に暖かい理解を示して* ••• 
下さった報道関係者諸賢、全国の一 
関係各位、ファンの皆さんに心か〈 


.ル協会理事長 

川清美 


技と心の結集…：日本 

&年間の 労苦、 鮮やかに実る 


V ……優勝 ィンタビュー ( 11 月 26 
日•駒沢屋内球技場)で竹野コー 
チは『どの選手も自分のチームに 
戻ればヱース。俺が々々という気 
が先に立ってチ—ム編成当時はま 
とめあげるのに苦労した』と回想 


した。 

この言葉は日本チームの〃歴 
史"を物語るェ.ピソードであろ 
ラ0 

昭和 18 年の日独枢軸国大会(東 
京)で結成されたチ—ムを第1号 


に単発的な国際試合のための全日 
本を含めば、これまでナショナル 
チ—ムは十数回編成されている。 

世界選手権(男子)にも 4 回代 
表を送りこんでいるが、一つのチ 
1ムとしての 固まりと いう点では 
決して満足とはいえなかった。い 
つもにわかごしらえ、急造チ^~ム 
だったのだ。 

V ……ところが今回は違った。昭 
和 41 年 9 月、中国戦のために発表 


された 28 人にミュンヘンへの第一 
歩として「オリンピック強化選 
手」の名が冠せ&外ていた。この 
中から木野、近辞飯田の3人が 
生き残り (？) 、今回のチームの柱 
になった。氷海、新実、大江など 
は当時まだ高校2年生である。 

村田監督—竹野 n I チライン日 
本協会にしては珍しく長期政権を 
とったのもいい。 

俗にいう大舅、小舅の多い斯界 
であってみればこのラインが平穏 
級事に今日まで来たとはいえない 
♦たろう. 0 ナショナルチーム不信論 
さえ頭をもちあげた時もある。 

それを知って悩むコ—チや選手 
たちに心ある者は「それだけ期待 
が大きいのサ」といって慰めた。 
V …… この 5年間3回の欧州遠征 
をしている。それがチ^― ムヮ I ク 
強化に大きな役割を果たした。木 
野に「2 年 前、ユーゴの国際大会 
で強敵のユーゴを1点差で破った 
時、みんな泣いた。いいチ— ムに 
入れてよかったと思った」という 
話を聞いたことがある。， 

この 時すでに今日の勝利は予測 
できた。 

すべては実力の世界、今回の予 
選も決して楽観は許されなかった 
ものの国内有数のプレイャーが技 
でも心でも一つに溶け あう。—— 
弱かろうハズがないのだ。 

V . すべてはオリンピックとい 

う大命題が支えていた、という声 


もある。日本協会が一切をオリン 
ピック対策部にゆだねたのもその 
一例だが、このことを痛切に感じ 
ているのは選手だろう。 

一般社会へ出たばかりの有永や 
藤中が「ハンドボ—ルに打ちこま 
なければならない、と思いながら 
会社のことがチラッと頭をかすめ 
る時がある」と苦しい胸中を話し 
てくれた時、答えに窮したことを 
覚えている。 

強化合宿、遠征なども決して恵 
れた条件ではなかった。選手たち 
にしてみれば文句をいいたい時も 
あったにちがいない。 

V ……一方、予選が近づく につれ、 
選手にのしかかる重圧は日増し 
に強くなった。「35.年目の悲願」 
「斯界の浮沈をかけて」「全国の期 
待を背に」…… 。ある 選手は「そ 
のような文字を見たり読んだりす 
るのがこわい」とさえいった。誰 
が弱気と攻めることができよう。 

V . 「選手がよくやってくれま 

した」。村田監督と竹野コーチは 
いつもまっ先にそう云った。 

しかし村 田 •竹野両氏 もこの 5 
年間家庭生活をなかば犠牲にして 
の" 努力，をつづけた。 

若い世代とのギャップに頭を痛 
めた 日も あったのではなかろう 
か。今回の栄光を記者.はあえて 
「村 田 監督、竹野コーチと 16 人の 
選手でかち得た勝利」といおう。 

(S) 
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来日前、ル—マニァで強 
化合宿(ルしマ，ニアナ、 v ‘ョ 
ナル B などと3戦1勝1分 
i 敗)、大会5日前に東京 
入り。大変な意気ごみ•たっ 
た。初練習の評判も悪くな 
イーかった。村田•日本監督は 
「自分が想像していた成長度より 
さらに二、三分伸びている J と夕 
ズナを引きしめた。 

強豪目白押しのョーロ■ッ。ハ地域 
をさけて、遠い日本まで乗りこん 
だ彼らも〃勝利，を信じて疑わな 
かったろう。アクシデントは大会 
2日前(12日)の練習中におこつ 
た。 

H 1 スの A •レフラーに持病の 


ヒザ痛が出てしまったのである。 

今春の世界，学生選手権 (チェコ)， 
でも目立った存在と いぅレフラ— 
がべストコンディションでなかっ 
たことは、イスラエルの戦力を著 
しく減退させた。 

個人技にしても組織プレーにし 
ても特に目立った動きのないィス 
ラヱルにしてみれば 186 |、左腕と 
いぅ"武器〃をもつレフラーへの 
依存度は大きいものがあった。昨 
春の対日本戦で6点 (2 試合)を. 
叩き出した実績もある。レフラー 
の故障がイスラヱルの歯家を狂し 
てし まつたともいえそう だ。 

第2次.リーグに入ってからのイ 
スラヱルはわずかに活気をとりも 


どし、日本戦(23日-名古屋)の 
二刖半でみせた攻守、韓国戦.( 26 日 
駒沢)に示した豪快な攻撃はョー 
ロッパでもまれているだけのこと 
はあった。 

「日本も韓国も速いプレ—が持 
ち味であることは知っていた。し 
かし実際に試合してみるととまど 
ぅプレ—ばかりで、対処する策が 
たたぬ間に大会が終った」とは七 
ン ドラコーチの弁 だが、 「オリン 
ピ * y - クに 是が非でも出場」という 
張りつめたムードはあ t - り感じら 
れなかった。「アジア地域とはい 
え日韓両国と我々は"人種"が違 

う」(センドラコーチ)せいだろ 
うか0 


"雄図坐折の韓•イ両国： 


国 


韓 


た。 


勝負への執念と粘看力は 
3ヶ国随一とい，〇前評判で 
あったが、大会直前まで国 
内事情がからんでメンバー 
が固まらなかつたと伝えら 
れ、それが響いたのか予想 
に反する精彩のなさで終つ 


ベテラン、新人半々といぅ編成、 
しかもナショナルチームの編成は 
これが初めてとあれば〃時間不 
足"は致命的。 

メンバ I の申しこみが遅れ(本 
誌既報)、日本チームはこれまで 
の交流資料をもとに来日予想リス 
卜をつくりあげたが、-：-ほんど的 


中していた。意外だったのは高校 
生3人(車聖福、金成憲、李錦求) 
が含まれていた こと。 車、金の東 
亜高コンビの非凡な実力は今夏来 
日した時すでに、日本関係者の舌 
を卷かせたものだが、まさか.ナシ 
ョナル チー ムに登用されて来る と 
は考えていなかった。 

「いかに優秀とはいえ高校生の 
彼らが加っているょぅでは……」 
と韓国の実力を推測した人もいる 
が車の.しなやかな腰と腕を利した 
攻撃力は誰もが見直したようであ 
る。 

宋錫仁、黄致範、金弘植といつ 
た有カアタツカ—をおしのけて彼 


がエースであったのにはたしかに 
驚ろかされた。通算25点。宋以下 
にかっての鋭さがあれば韓国の攻 
撃陣はやはり相当なものだったろ 
ぅ0 

韓国に とって 一つの不運は ョー 
ロッパ流の判定に慣れなかったこ 
とが あげられ、特に小刻みなフッ 
トワ ーク を才 I バ ー ステップにと 
■られたのは痛い。 

若手の有力選手を並べた今回の 
布陣は、明きらかに"次の機会" 
を狙ったもの。彼らが今回の敗戦 
を打倒日本の執念におきかえた時 
……。日本優位がいつまでも続く 
とは思えない。 


ホルル委員長が認定宣言 

ァジァ予選優勝国認定式は第6 
日( 11 月 28 日•駒沢屋内球技場) 
日本 x 韓国2回戦終了後行われた 
自衛隊東部方面音楽隊の演奏す 
るマーチ 1 C のって日本チーム全員 
が下里選手の掲げる国旗につづい 
て入場しコート中央に整列、ェ. 
—ル•ホルル国際ハンドボ—ル連 

盟 (IHF> 技術委員長が「日本 

にミュンヘンオリンピックアジア 

地域代表権を与える , -と認定宣言 
割れるょぅな拍手のなかで村田監 
督、竹野コーチ、木野主将の首に 
記念のレィをかけた。日本国歌が 
吹奏されたあと、選手が n 丨卜を 
一周、ファンの手拍子と五色のテ 
1プが乱れとぶなど感激的なシー 
ンがつづい_た。 

汗と涙のボ—ルを投けいれ 

選手たちは認定式(別掲)終了 
後、再び n — 卜中央に現われて手 
に手に持っていたボールを髙々と 
スタンドに投げこんだ。 

これらのボールは、これまで日 
本チームの試合や合宿練習などに 
使われていた選手たちの汗と涙が 
しみこんだもの 0 
自分たちの努力を支えてくれた 
のは全国の声援があっ，たからとお 
礼をこめての投げ入れにな.った、 
といぅ。 
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国際ハンドボール界の大御 
所、エミール•ホルル氏(63 
才、 IHF 技術委員長、スィ 
ス)がアジア予選のため初め 
て日本を訪れた。 

世界ハンドボール界の近 
況、今後の方針などを聞いて 
みた。 (編集部). 

-オリンピックでハンドボー 

ルが 36 年ぶりに実施されることに 
ついてどぅ考えるか。 

ホルル氏世界のハンドボール関 
.係者すベての喜びだ。しかし、採 
用があまりにも遅すぎた。ハンド 
ボールは誇りある"世界のスポー 
ッ"なのだ。 

-今後開かれるオリンピック 

にもハンド.：ホールは〃定着"でき 
るか。 


ホルル氏 I 九七六年(昭 51 )の 
モントリオール大会での実施は確 
定している。|九八〇年以降もも 
ちろん続けられるであろう。 

(注•かたわらに居た M •リンケ 
ンバ I ガ iHF 財務理事が『す. 

でに IHF あてモントリオ—ルの 
組織委員会から実施の正式書類も 
届いている』と補足説明してくれ 
た) 

——女子の採用はどうか 
ホルル氏.卒直のと ころ 有.望では 
ない。それよりも モン ト リオー ル 
から球技は男子12ケ国に縮少して 
欲しい と 国際オリンピック 委員会 
( IOC ) に 要望されている こと 
のほうが問題だ。 

——縮少はさけられぬか。 

ホルル氏 IOC に対して反対の 
意見を提出している。もし女子が 
採用されたとなると男12、女6と 
いうこともあり得るが、そうでな 
ければ 16 の線を通したい。 

——モントリオ—ルも大陸別の 
予選を行うか。 

ホルル氏まだそこまでは考克て 
ぃなぃ。 

-日本のハンドボールに対す 

る印象'は。 


オルル氏スピード、テクニック 
とも申し分ない。特にボールを持 
って走る速度と#全員速攻，はョ 
丨ロッ パでも例をみない。 

デイフヱンスもすばらしい。日 
本のシフトは 016 (一線)、 1I 
5といぅよりも rl • 2、'3」を 
有効化した初； S てのチームとして 
高く評価したい。 

—欠点はどこにあるか。 

ホルル氏ジャンプカに欠けるた 
め滞空時間が短かい。ボ—ルを溜 
めておく時間がしたがって少な 

い0 

ロングシュー タ—に目立ったプ 
レイヤーが居ないのも今后の課題 
だ。 

また、相手の GK とのかけ引き 
が拙い。例えばイスラエルとの2 
回戦など、長身のセラの「上」ば 
かりを攻めていた。足元を狙って 
疲れさせることなどのテを考えた 
らょかったのだ。 

——目立ったプレイヤーは、 

ホルル氏なんといっても野田だ 
サイドから飛びこむ攻撃は世界| 
流である。 

―—日本はミュンヘンで入賞 
(6 位内)できるだろぅか。 


モントリオ—ル五輪も確定的 


E 

• 

ホ 

)1 

)1 

技 

術 

委 

長 

に 

聞 
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ホルル氏ョーロッパはいま強豪 
が目白押しだ。しかも昨春の世界 
選手権以降各国とも急速に力をあ 
げている。8位のハンガリ！、ラ 
-ンク外のノルウ XI 、ポ—ランド 
などのレベルアップは特に目立っ 
ている。日本が去年だけのデ—夕 
でオリンピックへ乗りこむのは危 
険であろう。是非ョーロッパ遠征 
を行い、連日各国のナショナルチ 
L ムと手合せをすべきだと思う。 

-今回の運営について 

ホルル氏東京も大阪も名古屋も 
すべて満点だ。荒川実行委員長以 
下ス•タッ フの 努力に敬意を表す 
る0 

——日本の体育館は、 

ホルル氏明日から.でも世界選手 
権が開ける(笑) 

——日本の観衆に〇いて、 

ホルル氏非常に〃公平〃なこと 
が印象に残っ.た。スポ I ツをよく 
理解しているからだろう。 

—— 今後、日本に何を望むか、 
ホルル及是非、東南アジアにハ 
ンドボ！ルを普及させる役目を果 
たして欲しい。 

アジア 大陸は日本、 アメリカ 大 
陸は アメリカが それぞれ伝統も力 
も他国をリードしているのだし期 
待している。 

—— IHF は大きなルール変更 
を考えているか、 

ホルル氏特におこるまい。 

-タイスコアの時 7 MT で結 


着をつける方法は、 

ホルル氏好ましいとは思わぬ。 
今春4月 チ M コで 開いた世界 学生 
の j 丨 ルが採用されていたが 
あの大ム， K は IHF 主催ではなく、 
IHF ル—ルを使わなくてもよか 
fb 。 

-日本のス冰1ッ記者などは 

ハンドボ—ルは反則が多すぎる、 
バスケットボールのような"5反 
則 iK 格"といったルールを考えら 
れぬかといっているがハ 
ホルル氏とんでもない。バスケ 
ットはバスケットだ。反則過多の 
原因はレフリーの未熟にある。 

——試合時間の"正味制，は、 
ホルル氏ョーロッ■パの記者から 
もよく云われるが、生理学的にみ 
ても60分(男)が精いっぱいだ。 
これは人類の体格、体力の発達と 
考えあわせて研究すべきだろう。 

——あなたの球歴は、 

ホルル氏一九三六年の ベルリン 
オリンピックにスィス 代表と して 
出場している。第2次大戦后は| 
九六八年まで スィスナショナルの 
コーチン グ スタッフの 一人で、60 
試合近くヘッドコーチをつとめた 
◊ 

このほか国際的な動向に対する 
IHF の姿勢を質したが、技術委 
員会の関知するテーマではないと 
いう. ことで 答えを得られなかった 
この企画にあたり、一宮昌平氏 
(日体大 OB ) に通訳を願った。 
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鍛えぬかれた フォ ー ムに こそ、 
メカの真髄がある 

■ジユ I キ，， ，シンは雪 H 学 £晶とぅたわれる 高 S 。 シャ—プな スタイリ A ?、 そ S 名を高めて います。 



a _奈_糍工業*紐紐 


— 12 — 



「地域連盟結成」案を提出 


アジア各国 

代表者会議 


アジア各国パンドボール代表者 
会議は11月15日午前10時から東京 
目黒の雅叙園観光ホテルで開かれ 
た。 

会議は5ヶ国に案内状が送られ 
ていたが、出席したのは韓国(朴 
応喆氏、姜仁燮氏)と日本(田村 
正衛氏=日本協会々長、荒川清美 
氏=同理事長、久田暁氏=国際部 

長)の両国だけ。 Y スラエル(モ 
ル デ チヤィ•ムスキ 氏、 シエミュ 
エル•ジオべルマン 氏)はオブザ 
丨バ—を条件に途中から顔を出し 
台湾(宋丙堂氏、翁琳枢氏)は直 
前になって来日不能となり東京都 
協会々長渡辺和美氏(日本協会副 
会長)に委任状が託され、同氏が 
出席した。また、ホンコンは来日 
中のへンリー •ス ー同国オリンピ 
ック委員が前日日本協会関係者に 
ホンコン球界の実情を説明、 この 
日は欠席した。 

このほか、アジア予選で来日中 
.の a 際ハンドボール連盟 ( IHF ) 
財務理事マックス.リンケンバー 
ガー氏 (西ドイツ) が IHF 代表 
の立ち場からアドバイザーとして 
同席した。 


会議は田村氏が議長をつとめ進 
められたが、予想どおり冒頭から 
「アジア 連盟結成問題」の論議と 
なった。時期尚早を説く日本と、 
即時発足を主張する韓国が•ぶつか 
り、平行線をたどるかにみえたが、 
リンケンバ—ガ I 氏が 『 IHF は 
地域連盟を認めていない。 アジア 
連盟を結成するには内規の改訂と 
IHF 総会における賛同が必要』 
と発言したため、議論は新たな局 
面を迎え、 IHF に対し内規の改 
訂申請するかどうかが焦点とな 
った。 

ここでもその必要なしとする日 
本と、積極的な働きかけを望む韓 
国が対立、容易に解決の糸口を見 
出せなかった。しかし正午すぎに 
なって韓国側が「アジア予選欠場 
も辞さぬ」という態度まで持ち出 
したため、日本もついに折れ、来 
春3月ミュンヘンで開かれる IH 
F 理事会までに日韓共同で「地域 
連盟の組織、結成を認める」とい 
う提案を行うことになった。提案 
文書は韓 a 協会が作成する。 

IH F 理事会で日韓案が承認さ 
れれば来年8 月 ニュゥルンべルグ 
(西ドィッ)で開かれる総会で審 
議が行われる。 ここで 賛成が 得ら 
れたあとアジア各国は改めて「了 
ジア連盟結成」について協議する 


日韓共同で 
I HF に 

ことになろぅ。 

なお、リンケンパ—ガー氏は「総 
会では三分の二以上の賛成が必 
要。また地域連盟が認められても 
参加国は IH F 加盟国に限定され 
よぅ」と云っている。 

会議はこの問題のむし返しに終 
始し、他の決定事項は一つもなか 

った。 

◊ 

思ってもみなかった"結論"で 
ある。日本協会はこの会議に臨む 
態度としては全国理事会 (9 月 26 
日)と全国評議員会(10"月3日) 
で「各国間の個々.の交流を推進さ 


日本協会は アジア 予選の勝利に 
よる次の目標として「ミュンヘン 
での上位入賞」を掲げることにな 
り、 今年度の ナショナルチ ー ム .を 
11月29日付で解体、年内に新しい 
全日本選手をオリンピック候補選 
手として選出することになつた。 

ナショナルチームの新編成はか 
ねてからの計画に基い.たもので、 
人数などについては明きらかにさ 
れていな h が荒川理事長を委員長 
とする選考委員会によって全日本 
総合選手権(12月15〜19日東京) 


せれば連盟結成を急ぐ必要はな 
い」と決めており、11月8日の月 
例常務理事会でも再確認したほど 
だった0 

田村会長、荒川理事長とも「連 
盟結成は一応延伸できたのだし、 
日韓提案はその場ででた新しい問 
題」といぅが中国がらみの国際情 
勢下、別の難問をかかえこんでし 
まったのも事実である。 

韓国の強腰に引きずられたこと 
などとあわせて執行部が苦しい立 
ち場に追いこまれることになりは 
しないだろぅか。 

なお、イスラエルは アジア 連盟 
にはまったく無関心のようで、久 
田国際部長は『仮に結成されたと 
しても加盟しないのではないか』. 


にはリストが発表される模様。 

日本協会では10月の月例常務理 
事会で同メンバーを来年の「ナシ 
ヨナ ル チ ーム」 .とすることも申し 
合はせている。 

また、コーチングスタツフにつ 
いても新しい観点に立って協議さ 
れる予定で、消息筋はオリンピツ 
ク対策部の増員(現在は村田部長 
竹野、藤本、杉山の3委員)が打 
ち出されるものとみている。 

選考委日本協会は新しいオリ 

決まるンピック候補選手の選 


とみている。 

中国と北朝鮮を 
IHF に 

ル—マニアらが申請 

アジ T ' 予選のため来日した IH 
F 技術委員長 H ミール•■ホルル氏 
(スィス)は14日夜東京で『中国 
と北朝鮮の IHF 加盟申請がルー 
マニアと東ドィツから提出されて 
いる。来年3月の IHF 理事会 
(ミュンヘン) での議題になるだ 
ろぅ』と 語った。 

<注>台湾は IHF 仮加盟国。中 
国と日本はこれまで2回(昭 40 と 
昭 41 )交流している。北朝鮮とは 
まったく対戦していない。 


考委員会を次のよぅに編成するこ 
とになり発表した。 

▽委員長荒 JII 清美(日本協会理 
事長〕▽委員村田弘、勝繁夫、 
安藤純光、渡辺慶寿(以上常務理 
事〕竹野奉昭(オリンピック対策 
部委員) 

50 年国体日本体協国体委員会 

は三重県は 11 月 16 日、昭和 50 
年の第 30 回国体の開催她を三重県 
に内定した。ハンドボールは四日 
市市の予定。 


新しく五輪候補選手を選出 
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ポスト•アジア予選①—— 

日本の五輪 

入賞は有望 


ヨタと共に躍進するセントラル 





神奈川県相模原市大山町4番12号 

TEL 相模原（0427) 72— 6111(大代表） 
加入電信 2872—205 サガミセントラル SGM 


〃ミュンヘンへの道"が通じた 
こぅなった以上、残る目標は"上 
位入賞〃である。 

ミュンヘン オリンピックで日本 
チ^~ムがどこまでいけるか、この 
際冷静に考えてみる必要もあろ 
ぅ0 

19 61年に第4回7人制世界 
選手権に参加した日本チームはす 
ベての面でョ 1 CJ ッ。ハ諸国に学ぶ 
ことのみが多かった。 

第5回、第6回と回を重ねるに 
つれ、得点をあげることは得手に 
なり、ョーロッパ諸国にヒケをと 
らない攻撃力を備えるにい たった 

1969 年のルーマニアをはじ 
めとするョーロッパ遠征で、日本 
チ—ムは従来の善戦意識を脱っ ' L 
ヨーロッパー流チ—ムに対し、勝 
ち策戦をとれるまでに成長した。 


速攻を特徵とする日本チームの 
特長は点はとれるが、守備が難点 
失点も多いこととされていた。 

この 特徴が生かされ、一昨年の 
タシマイダン杯のユ^~ゴーに対す 

る勝利、その自信をもつて臨んだ 
昨年の世界選手権時における、 
〃銅メダル"のユ1ゴ—との引き 
分け、ここでもつとも問題となつ 
たのは、守備力の強化である。 

ここ一年の日本チ—.ムの課題は 
守備力の強化にあるとされていた 
日本チ！ムは従来"力のハンドボ 
丨 ル"に弱かつた。ルーマニア、 
東 ドイッ、 ソ連といぅ東欧圏らし 
いハンドボール、強烈な大砲を備 
えた"力のハンドボール"には弱 
点であつた守備力をつかれ、大量 
失点を許していた。 

西ドイッ、デン マーク 、ハンガ 
リ—などの"麗華な技の.ハンドボ 
丨ル"に対しては、対等といぅよ 
りむしろ優位に展開することがし 
ばしばあつた、その中間的なユー 
ゴーに対しても充分対抗できる力 
を備えた。 

課題とされていた守備力もこの 
アジア予選、決して弱くはない攻 
慧力をもつている韓国、イスラエ 
ルの両国を全試合1ケタの得点に 
押えた。 

これは スウ ヱー デンとの 4試合 
総失点 55 (ぅち7皿丁にょる失点 
11 )一 試合平均14点弱、7 MTU 
よる失点を除けば、一試合平均11 


点と明らかに守備力は向上してい 
る0今回のス.ウ X 丨デンチ ー ムは 

従来と異なり、日本の〃苦手"と 
する力のチームであった。守備面 
での向上は明らかであろう。 

このように見た場合、現在の日 
本のハンドボールの力は"技のハ 
ンドボ ー ルに対しては対等という 
よりむしろ優位、力のハンドボー 
ルに対しては、その力が従来ほど 

圧倒的な力をしめすとは考え難 

、〇 

V 

このような日本チ—ムの分析を 
基礎にして、甘リンピックでの順 
位を占なう訳だが、これにはくじ 
運とコンディションニングの問題 
が大きく左右する。 

特に速攻を武器として、体の小 
ささをスピ ードで補なった守備を 
する日本チ—ムの消耗度は他国に 
比べてはるかに激しい。それが、 
決勝トーナメントに入ってからの 
勝ち抜き戦の試合ぶりを大きく左 
右し よう。 

さて、前回の選手権のベスト H 
イトはおそらく従来の世界選手権 
の慣例から次のような組み合せと 
なることが予測される。 

A 組ルーマニア、ハンガリー 
B 組東ドイッ、チ X コ 
C 組ユーゴ、スウヱーデン 
D 組デンマーク、西ドイツ 
この組み合せを見た場合、日本 
にとって、苦手な力のハンドボー 
ルの国が占めているのは B 組だけ 


である。またソ連と日本は9、10 
位として分けられることが予測さ 
れる。 

このように見てき.た場合、 A 組 
ではハンガリー、 C 組では、ユー 
ゴ、 D 組ではデンマークに対して 
対等もしくは優位ということがい 
える。 B 組に入つたところで、こ 
このところ新旧交替に失敗したチ 
エコの力は眼に見えて落ちてい 
る0 

とすれば、ベストエィト入りは 
第七回世界選手権に比べて、それ 
ほど困難なこととは思えない。. 

もちろん、これからの9ケ、月、 
得意とする速攻にさらに磨きをか 
け、防御力をさらに向上させてい 
くことが重要な条件となるのは云 
うまでもない。 

問題は次である。ベストヱィト 
から上の道は、厳しい。各国、は予 
選リ—グのお互いの組の順位を見 
ながら決勝卜1ナメン.卜をいかに 
有利にするかのヵケヒキを見せよ 
う。ここでは、どの組に入っても 
第三番目の座を占める日本は、強 
敵との争いを一一，日目に終了してし 
まい最終戦に強豪同士の争いを見 
てからのヵ ケヒ キはできない。こ 
の試合 日. 程の差は日本にとっては 
不利な材料となろう。日本はあく 
までも一敗もしないということで 
戦いを進めなけれ仗ならないから 
だ。ここで準々決勝に対戦するチ 
—ムに、前項であげたような技の 
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——ポスト•アジア予選③—— 

今後の頂点 

強化対策 


確めてくださ t ぐ MlKASAi 

完全球形に対する強靱さ、バウンドの nmfl I 
正確さ、そしてダ彳ナミックな弾性と HUMII KSALLI 
抜群の耐久性-世界に誇るくミカサ〉_ 



日本ハンドボール協会検定球 

明星: TA 工業株式会社 

広島 • 東京 • 大阪 • 福岡 


前項で、オリンピックの順位と 
しての可能性が強いのは3〜6位 
としたが、これは今後の強化策に 
かかってこよぅ。 

たとへ、現在、入賞の可能性は 
あつたとしても、 ノン ベンダ ラリ 
としていたのでは、熱気溢れる強 
化策をとっているョーロッパ諸国 
にたちまちにおいてきぼりを食っ 
てしまう。 

日本のハンドボールの特長は、 
アジア予選来日の IHF 技術委員 
長ヱミール•ホール氏が語ったよ 
うに sffiadb all d ( T)s Japan lsr + 
schnell Handball.Es ist sehr 
gut 》 日本のハンドボールは速い 
ハンドボールである、それはたい 
へんいいことだを徹底的に伸ばす 
べきであろう。 

身長差はかなりつまったとはい 


え、体重差はまだまだョー ロッパ 
諸国と比べてある日本チーム、力 
に対抗するのは速さしかないとい 
う鉄則を肝に命じ、速さに徹っし 
単に速攻だけでなく、速守をも自 
己のものにし、力と大きさに対抗 
しなければ、上位への道はない。 

体重の大小の差がある%のが、 
同じ ことを やっていたのでは、優 
位にたてる訳がない。 

速攻は日本の特技として、すで 
にかなりのレベルに達っしている 
残された課題は速攻の成功率をよ 
り高めることであろう。せっかく 
ノ—マークに なりながら、それを 
ミスした場面が、アジア予選でも 
散見された。 

これに加えて、速守、 とにかく 
速い動きの守僮、前後左右に相手 
の動作を予知し、相手に対し- T 行 
動を おこし、 必要がなければ、す 
ぐに定位置にもどる、この速守を 
ぜひこの 9ケ 月内に マスタ ー し、 
速攻守を日本の得意技にすること 
さへ できれば、 メダル も夢で なく 
現実のものになって こよう。 

更に、この速攻守を達成するた 
めには、もっとも基本的な問題が 
持久力である。 

他国の選手以上に速く動く こと 
は、それだけ多く動く ことを 意味 
しょう？ 

他国の選手より多く動けば、一 
試合内の疲労はもとより、疲労の 
蓄積ということも重要な要素とな 


ろう、この克服することこそ、も 
っとも基本的な課題といえよう。 

アジア予選に於いても、ホッと 
した体のゆるみが後半に於いて見 
られたこと、世界選手権でも一寸 
した疲労が気力を衰えさせ、また 
スゥ ヱーデン戦 K : 於いても、後半 
.スバ ー トされたのは、これと無関 
係ではあるまい。 

小さな体で、より大きな持久力 
を要求されるのは、現在の日本チ 
—ムにとっては致し方ないことで 
あろラ。 

以上の目標に向って、一枚岩の 
指導陣を全国のハンドボールファ 
ンが盛りあげ、自分自身のできる 
範囲で協力体制をひくことこそ、 
折角、 36 年ぶりに手にした貴重な 
ミュンヘン 行きの キップを 生かす 
ことになろう。 

次代を背負う青少年のハンドホ 
4ルファンに 希望と夢を与え、全 
国のあちこちで毎日々々の日常活 
動でハンドボー ル 普及に努めてい 
る人々にも活力を与えるように、 
球史に一つのポィントを与える意 
味においても、ぜひともミュンへ 
ン•オリンピックで 上位入賞を 果 
したいものである。 

ハンドボール界あげての期待を 
になうチ—ムが十二分の強化と悔 
いのない試合振りで、オリンピッ 
クを斗うためにも、全国のハンド 
ボールフアンの協力はぜひとも必 
要である。 


チ—ムが相手になれば(この可能 
性はかなりあろう)、準々決勝を 
きりぬけ、ベス トフ オア入りする 
可能性はきわめて強い。前回の選 
手権でも、予選 リ—グ でもう一点 
とってさえいれば、準々決勝での 
対戦はハンガリ—、これは69年の 
対戦経験から云えば、十分に頂け 
.た相手。準決勝を勝ち、決勝進出 
はちょ っと、 当時の力では ムリで 
あったかもしれないが、三位決定 
戦の相手は、得手のデンマーク。 
ユーゴにとってかわり、三位の座 
を占め得た可能性も十分にある訳 
だ。 

よしんば、ベストフォアに残念 
ながら、残れるかったとしても、 

5〜8位決定戦一回戦で当る こ. と 
になるであろう国は、現在の世界 
力関係から云って、技のチ—ムに 
なる可能性が80パ—セントはあろ 
う。この5〜8位決定戦で勝つ可 
能性は非常に高い。 

とずれば、現在の日本の力をそ 
のままここ9ケ月の間 fc 更に磨き 
ミュンヘンにのりこめば、 ベスト 
エィト 入りはおろか、6位入賞の 
可能性、くじ運にめぐまれさへす 
れば、三位入賞の可能性もかなり 
でてくるということがいえよう。 

要は.今後の「速攻の強化」、「防 
衛力の洗練」、「相手の倍以上動い 
ても、一時間中もつ体力」以上三 
点の強化にいかに努力するかにか 
かって こよう。 
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——ポスト•アジア予選③—— 

今こそ 

底辺拡充に全力を 


□ ……『この勢いをかりて一気に 
底辺対策を拡充したい』と語るの 
は田村会長。荒川理事長もまった 
く同意見だ。 

ここ二、三部日本協会はすべて 
「アジア 予選」でぁった。 

ぁらゆる 予算をこの大会へ つぎ 
こんだといってもいいすぎにはな 
るまい。 

そのためにいくつかの活動がお 
留守になった。#に斯界で最も大 
きな課題といわれる底辺の開発が 
一歩も二歩も遅れた。 

□ ……中学校対策、スポーッ少年 
団問題、クラブの道。どれをとっ 
ても明日の日本ハンドボール界を 
背負う〃重要事項"である。 

他の競技団体が大々的に全国的 
な中学校ハ生)大会を開いている 
のを横目でみながら斯界は実現へ 


踏み切れないまま時を過した。 

新しい全国規模の大会を開く余 
裕がなかったのだ。 

9、10月に東京で開いた全国会 
議(理事会、評議員会)では地方 
代表の積極的な開催提案に対し執 
行部の態度はもう|つ歯切が悪か 
ったが11月末になって、この問題 
のた.め専門委員会を発足させ実行 
へよう やく前進を示した。 

□ . スポーッ少年団問題も完全 

に他競技からリードされてしまっ 
た°この失地回復は不可能に近い 
とみる 担当記者もいるが、日本協 
会ではとりあえず每夏に開かれる 
全国スポーッ少年団指導者大会に 
期待をかけており、今回の勝利で 
少年層に*ハンドボール"の名が 
しみわたり、興味がもたれれば… 
…という。しかし具体的な対策は 
となると 早くても来春の全国会議 
になりそうな気配。 ' 

□ . クラブの育成はブ.ロック選 

手権には日本協会杯を贈っている 
のが精いっぱい。地方協会まかせ 
というのが実情である。 

アジア予選で大阪、名古屋(愛 
知)はかなりの入場券がクラブ層 
で捌かれたのに対し、東京周辺は 
パッとしなかった。 

日頃のクラブ対策の強弱が数字 
になってさらけ出されたわけだが 
この機をとらえて、 OB 、 OG を 
コートへ連れもどせという姿勢を 
より強力に推進させなければなる 


まい。 

学窓を出て、ハン - K ボ—ルに心 
ならずも別れてしまった OB * 〇 
G は多い。これらの人々をこれを 
機会にコ—卜に連れもどす努力を 
行なわねばならない。 

アジア 予選を見た多くの OB • 
OG が久しぶりにハンドボ—’に 
触れたという ことを 各地で開いた 
これをたやすことなく、日常的に 
ハンドボ—ルに親しんでもらう努 
力をしていくことも心要だろう。 
□ ……クラブ側の意欲を過小評価 
してはいないか、とする消息通も 
ぃる。 

例えば今年から全日本総合選手 
権に「社会人代表」の名で男2、 
女1のヮクが設けられたが、日本 
協会は果して出場チ！ムが名乗り 
をあげるかどうか不安な感じを抱 
いていた、と伝えられる。 

実際は、男子は東西とも4ブッ 
ロクの 代表が出場の意思表示をし 
それぞれ決定戦まで行った。 

北海道のクラブチャンピオン、 
函館有斗 OB などは 11 月末わざわ 
ざ水海道市(茨城)まで代表権争 
いに乗りこんだほどの熱の入れよ 
うである。 

口……畫業団にすっかりおさえこ 
まれている OG の意気も健在だ。 

和歌山団体の成績を基準に3ク 
ラブが全日本総合の候補に推され 
たが、いずれも「出場の意思あ 
り」0 


どのクラブもメンバ I の勤務先 
はバラバラ、経費はすべて自己負 
担、練習時間は大会前朝夜1時間 

づつできればよいほう、といった 
条件のなかで「全日本タィトルを」 
と VV う気力を燃やしている姿に日 
本協会は応えなければなるまい。 
□ ……もともと中学校(生〕は対 
策にしても、スボ I ッ少年団問題 
にしても斯界は、かなり先手を打 
っていたことなの♦た。 

'中学校(生)対策は昭和 38 年度 
には早々と重点施策に打ち出され 
ていたテ—マだし、スポーッ少年 
団は35年度に神奈川協会が主体と 
なって準全国活動を他競技にさき 
がけて行っているホド。 

これからみれば底辺対策は新し 
く組み立てられるのではなく"復 
活"ともいえる。中心となるべき 
普及部(担当•渡辺慶寿常務理事) 
は、12月4 .5 日全国委員会を招 
集して始動、いくつかの問題点を 
洗い出すと同時に具体的な構想の 
実現へ着手した。 

□ ……「ハンドボールの正しい理 

解と普及」をバックボーンに普及 
部が中学対策以下をどのように展 
開していくかは大いに注目される 
が、 オリンピック 強化成功の裏に 
はなけなしのサィフをはたいた 
"投資"があつたことを考えると 
普及面に日本協会がどの程度経済 
的なバックアップを示すかも成否 
のカギであろう。 


田村会長は『理想は強化費と同 
額、少くとも強化費の75%相当は • 
底辺対策にふりわけたい』といっ 
ているが、 スラィドの 作成、指導 
者の養成講習会の開催などごく初 
歩的な施策だけでも経費はかさ 
み、 さらに 中学 スポ I ツ 少年団、 
クラブなどの 活動促進を合わせる 
と強化費を大きく上廻る覚悟が必 
要だ。 

□ ……「中学校体育指導要領」へ. 
の再採用、各地におけるクラブ競 
技会の発足、少年ハンドボ—ル教 
室の試み……。明かるい材料も揃 
っているが、やはり肝心なのは日 
本協会の熱意であろう。 

底辺の ことは 底辺で、 という 考 
えも t ある面で間達ってはいない 
がここにも〃挙国体制〃がなけれ 
ば基盤づ くりは できない。下から 
の盛りあがりと上からの好リー 

KO 

アジア予選の快勝で黙っていて 
も底辺が拡がり、たくましい根が 
おろされるなどと考えていたなら 
ば今回の光は、文字どおり一閃(い 
っせん)にしてあとかたもなく消 
えてし まう だろう 0 

今こそ底辺拡充に全力投球すベ 
き時なのである、 

そして、この 栄光を次代に しっ 
かりと 受け渡す方策をたてておか 
なければならない。 

〔「ポスト•アジア 予選」は次号に 
つづく】 
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材料 


_引戸式ケース馬•スチール製和文植字台•パテントゲラ棚…など多種 
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予断許さぬ男子の王座 一 

今年の国内 チヤン ピ オンチームを 決める第23回全日 
本総合選手権は12月15日から19日までの5日間東京. 
体育館（第1日のみ駒沢屋内球技場併用）で開 I かれる 

IIS 1 I 女子も実力伯仲の激戦-1 


女性の美しさを創る…づブ^会酿ヤ■二 

JCZJ3F 

JULOtTUT 


生活を彩る 


UB 9Y3-iliO 


岐阜 • 羽島 


.この大会が東京で開かれるのは 
第4回(昭27)以来19年ぶり。 

前回までは国体開催地を持ち廻 
つていたものだ。 

会期が冬季に移されたのをはじ 
め大会の方式もかなり模様替えを 
された。 

参加チ^ — ムは男子の場合一挙に 
これまでの半数( 16 )にしぼられ 
女子も限定(12〕された。 

いずれも日本協会、加盟団体の 
推せんチ—ムであり、全試合まつ 
たく息が抜けない。 


オリンピック 参加が実現しムー 
ドが盛りあがっている時だけに国 
内最強チームの激突はハンドボー 
ル熱をいちだんと高めさせること 
だろう。 

発表された組み合せを見ながら 
優勝の行方を探ってみよう。 TV 
中継は 12月19日15 時 30 分から N H 
K 教育 TV の予定。 (編集部) 

新五輪候補の選考兼ねる 

◊參加 16 チームを4組に分 
^4 け予選トーナメントの^ 
と、各組勝者により決勝リ 
- T グ。 

予想どおりすばらしいチ 
0 丨ムが並んだ。- 

_ どこがナショナルチャン 

ピオンになつてもおかしくない。 

宿望を遂げたナショナルプレィ 
ヤ1も久々に所属チームに帰って 
颯爽と姿を現す(有永、斉藤、大 
村は欠場)。 

また、別掲のとおり早ければこ 
の大会直後ミュンヘンを目指す新 
オリンピック 候補が発表され る。 

激しいチームの対抗意識ととも 
に卓抜した個人技の応.酬が期待で 
きることは国内選手.権としてのこ 
の大会の成長を物語るものでもあ 
ろう。 

A 組ではいきなりワクナガ薬品 
と大阪イ ー グルスがぶつかる。 
-大阪同士、.手の内を知りつくし 
ているうえ、 GK 本田.(全日本〕 


がィーグルスのユニホームで中央 

に初登場する。 

攻撃力では本野、早川(ともに 
全日本)を主軸に市原、高橋、戸田、 
森らを搁えたヮクナガがどうみて. 
も一枚上であり、ィーグルスが守 
りでどう対抗するかがヵギだ。 

中央大 x 自衛隊勝田は順当なら 
中央犬のもの。佐藤要、佐々木、 
花輪、佐藤光らでスピードは学生 
一という定評を得ている。しかし 
中央大は勝田のようなナダレこん 
でくる タィプに 意外と弱いし、相 
手の力に合わせたような試合をす 
る クセも 脱け きって いない。ここ 
をつけば勝田に勝機も生まれよ 
う。 

B 組は日体大 X 芝浦工大の争い 
か。日体大は氷海(全日本)をリ 
—ドマンに高橋精、松原、岩下.、 • 
佐藤雄、松岡、佐藤富ら才—ルラ 
ゥンドプレィヤーと GK 髙橋誠が 
並ぶ。層の厚さも抜群である。 

芝浦も張り切っている。明石、 
木全らで全日本学生(11月•東京) 
を乗り切り、若手が自信をつけた 
ところへ新実、.大江(ともに全日 
本)が戻ってくる。最後まで予断 
を許すまい。 

試合巧者を並べた東京教員は全 
日本教員 (8 月•鹿児島)で3位 
に終っており、この大会にかけて 
いるが学生勢のスピ ー ドを かわし 
切れるかどうか。 

セントラル自動車は本田技研 


(三重)の辞退によって浮かびあ 
がった。峰、羽毛田、中村らの攻 
撃力に見るべきものがあるが日体 
大相手では荷が重そう。 

C 組は大崎電気 X 大同製銅。優 
勝戦といってもおかしくはない好 
力！ ドだ。 

_大崎は近森、東、飯田、 GK 下 
里の 全日 本 クヮルテットに 近藤、 
簇野の両ベテラン、佐藤、林、谷 
口 GK 岩下らを配す。 

大同も野田、藤中、中井(いず 
れも 全日 本)を攻守の軸に加藤、 
戸谷、栃原， GK 柳川とスキがな 
い。1点を争う エキサィトした ゲ 
1ムになりそうだが上り坂の大同 
を推す声がわずかに多い。 

大同にとって大阪体大は気を許 
せない。中村、中出、中田、.桐山 
藤井ら テクニシャンを 揃え気力も 
充実している。 

13回目の出場をはたす名門•桜 
丘会は クラブ きっての攻守を誇る 
が大崎をだたくところまではいく 
まぃ。 ， 

D 組はダークホースが並んだ。 
どこも波にのれば一気に、といっ 
たチーム。 

スヮロー兵庫><法政大は実力伯 
仲。国体(10月•和歌山)ですば 
らしいデキをみせた兵庫は栗山、 
畑、木野、井上、 GK 上野清らが 
中心。 

法政は巧者荒井を先陣に田上、 
長谷川、吉野、小石川、 GK 川畑 


―18 — 





さわやかなバフルガム 

オレンジアップルストロベリ-バナナパインアップルグレーフ。 
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らで柔軟な試合運びをみせる。デ 
ィフ H ンスが固まれば決勝リーグ 
へ進んでも手強い存在となろぅ。 

三景 XAOK 栃木はこれまでの 
顔合せからみても三景有利。 

喜田、高梨、内藤、植田、山原武 
井、上平、0仄西牧と気銳が揃ぅ。 

ベスト4へ抜け出すチ I ムの予 
想は難しいが三景 X 法政となれば 
三景、三景 X 兵庫となれば兵庫と 
みたい q 

実業団に挑む日体大 

大きな波乱がなければ決勝リー 
グへ勝ちあがる4強は ヮク ナガ、 
日体大のほか大同又は大崎、三景 
又はスヮロ—兵庫となる。 

組み合せは第2日終了後に発表 
されるが、. こぅ 並べてみる Aj .6 月 
の日本実業団リ—グ(名古屋)で 
つばぜりあいを演 C たヮクナガ X 
大同又は大崎の決戦と なる 公算が 
強い。 . 

日体大は初戦の相手がどこにな 


るかでその後の展開も変わってく 
る。キャリアにおいて実業団勢に 
一歩をゆずるだけに北川監督の ベ 
ンチワ1クも 一つの ポイント。 

最終戦までもつれにもつれ得失 
点差争いというケ I スも充分考え 
られよう。 

示せ、後続の意気 

◊參加 チ I ムを 3組に分け 
予選トーナメントのあと、 
各組勝者により決勝リー 
ダ。.. 

トッププレィヤ114人が 
女世界選手権で欠け、しかも 

_留守軍で国体1位となった 

大洋デ。ハ.—卜(熊本)が勤務の都 
合で出場を見合せたため、内容的 
にはちょっと淋しくなりそう だ。 

反面、優勝争いは混戦模様、そ 
の意味での面白味は充分にある。 

全体的な展望をまずしてみると 
——大崎電気も東京重機も田村紡 
も「絶対」の自信はあるまい。 


が鷺谷、村上、0尺長岡らでどう 
にか調子は上向きという。 

有カメンバーを撤えながらもう 
一つガべを突き破れないプラザー 
工業は、この大会あたりで花を咲 
かせたいところ。 

金村、原川、藤浪、長塚、森本 
鳥井、 GK 佐藤とベストメンバー 
が揃えば優勝に手が届かぬハ X が 
なぃ。 

この三チ ー ムに代るとすれば大 
崎電気 X 日体大の勝者、田村紡、 
東京教大あたりだろう。 

山陽女高が一般チー ムにはさま 
ってかっての半田髙(愛知)静岡 
城北高、菊池農髙(熊本)などの 
..ような旋風を卷きおこすかどう 
か。大きな話題である。 

クラブ勢の中では鹿児島クが注 
目される。姫野、水上、 GK 松田 
ら東女体大で活躍していた若手〇 
G が中心である。 

精鋭で固めた全日本が本場•ョ 
1ロッ。ハでも高い評価を得ている 
だけに後に続くこの大会の内容は 
今後の女子界の消長にもつながる 
もので、各チームの奮起によって 
男子に劣らぬ白熱した好内容の連 
続を待望したい。 

来年も東京で開催 

日本協会は、来年の第24回全日 
本総合選手権を12 月 6日から10日 
まで東京体育館を主会場にして開 
くことを決めた。 


ペストメンバーの日本ビクター 

も、国体で勝っていたならともか 
く、若い大洋デパートにおさえつ 
けられており〃本命〃には推しが 
たい。ブラザーエ業もいぜん不安 
定。打倒実業団というには気がひ 
けようが学生勢にとってチャンス 
であることは事実。 

日体大は早くからこの大会に照 
準をあてて張り切っているという 
し、東京教大の戦カアップも相当 
なものだ。. 

高校界代表の山陽女高が面白い 
ところにからんだ。 

東女体犬は全日本学生の準優勝 
校。へ夕な試合はできない。 

クラブ勢は曲者が並んだ〃顔〃 

の美和ク、来秋の国体に備える鹿 
児島ク、和歌山国体で話題をさら 
った徳山ク。いずれも成算あって 
のヱントリー。 "発" を 狙って 
の 斗志は梅れまい。 

そうはいうものの練習環境によ 
る体力、戦力のちがいから実業団 
の進出はまちがいないところでは 
なかろうか。 

順当ならば日本ビクター、東京 
重機、ブラザーエ業。 

.ビクタ^ —はようやくチ^ —ムとし 
てのまとまりがでて 来た。 

蓮見姉、江川、八重橿らのべテ 
ランに大塚、谷沢、高野、蓮見妹 
ら若手が溶けあい攻守とも鋭い。 

東京重機はェース牧野と働き手 
の滝口、古佐原が欠けるのが痛い. 
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《本格派》 


S^SfDb 

スポーツ服装 


書ハンドポール籲ペースポール 
• ゴルフ 耱スイミン グ攀 スキー 


純競技仕様 

=すぐれた機能は美しい= 

デサント製品はすべて 
本格派の名にはじない 
く純競技仕様〉……その 
孤高の世界へ肉迫した 
成果をご着用下さい。 


THE BEST 

for typical sportsmen 
original by 



スポーツ 服装専門 メーカー 

株式会社デサント 


日本〃 本番.に自信の試合ぶり 1214随 


全日本女子、政報 

【グロニング (デンマ—ク〕 ほか欧州各地にて日本女子選手団コ—チングスタッフ(山田監督宇 
津野•井コー チ) 発】 日一日と 世界選手権が迫るなかで元気に各地を転戦。6年近い国際経験の空白 
を一気に埋めるべく選手も意欲的な攻守を示し、多くの' "収獲"を身につけている。西ドイツ戦まで 
の通算成績は 14 戦 12-- 勝 2 敗。 12 月 1 日 深夜オランダ入りする予定だ。 


第1戦で『当面の敵』降す 
遠征第 1 戦は 11 月 3 日夜グロニ 
ング(デン マーク) でデン マーク 
•ナショナルと行い快勝、幸さき 
よい スタ— 卜を切った。 

日 5 (nKtf 

日本 チームは 2日(日本時間) 
に母国を発ったばかり、いきなり 
ナショナルチームと 対戦したが数 
年間の ブランクを 感じさせない ス 
ピードにあふれた攻守で善戦、鮮 
やかに勝利を奪った。両チ ームは 
12月の世界選手権の第1次リーグ 
で顔を合せる。(この項 UPI • 
共同=メンバ—未着) 

後半、一気にスバ—卜 

遠征第2戦はスカンデルヨルグ 
(デンマ ーク) のキヱルラップ • 
ホールに約一千の観衆を集め、フ 
ンデル • GF クラブ Ul 行った。 

フン デル 

GF 


B 


本25 


得〇 

T ン 
fe * 

デ- t トセ センタ 


400302010 

ルンンンークンドン 
_ セ ルセ 
ソャ 

ルク パ ン-ドツ 
ンプドンドレツ ル/ 
ゥ • ー ゥム 

[7ラ L ハマソリムオエラ 
. — . —: - ( - 

K P 


G 


F 


10 HK と 行った。 


■3 岡原水野尾毛田口原辺浦 
3*米 佐 
[ fa 北小垂牧寺 三 島滝古渡 三| 

得〇 05081120110 119 

▽その他の出場者 FP 三宅得〇 
相手はデンマークー部リーグの A 
級チームだつたが、はるかに日本 
の動きが優った。 

しかし、8本の 7 MT を課せら 
れ(このうち6ゴール)たために 
前半は思うように点差を開けなか 

った。 

前半同点の熱戦 

遠征第3戦は スウ X 1デンでの 
第 1 戦として 11 月7日ボーレンゲ 
のマッセル•ホ I ルに五百人の観 
衆を集め地元の強豪ボーレンゲ. 


日 

得〇 

V ]ィ 
デビ 

i ル 
ウヤ 
いビ 


ボ丨 レン 


本 15f3714 7)11 ゲ -• H5K 


1V8- 

4010500001 

ンドンンンンムムング 
ツヴマづづソルソ 


ホテプ 


ルラドルル、 

ークィニンドロ. 
力ーイカカ、 t ツロ 
，ヨラ••ノンル 

B ビフ SE ヨリオヤパ 


G 


P 

F 


IX 


MT 


5 


ア予選を担当する人。 

今夜の試合の入場料は450〜500円 
だった。. 

鮮やか、4連勝飾る 

遠征第4戦はマッチンナッカ. 
スポーツホールに約九百の観衆を 
集めストックフォルム選抜と行つ 
た。 


ストック 
一 13 フォルム 

一 —I 


日本 s( 1010 m 83) 

#o 30 06051200 

d ドグドルングルムルツンン 
ム ， 

ルッーフ 
オ ンマ 
フテバム 


ン 


ソ 


ー ン. 

3 \ ノ 
リ レラソ 

r r . ー ドクル 

ッスドラハタ。へ^クゲル- 


ス 


.ルン ッ V ムール' 

-ヘリコメぺカハノアアオカ 

1 焱 
- - - -、 

K P 
G F 


利原岡水辺野原田浦尾毛 

[0小北垂渡牧古島三寺三 
#0 0336003000 

.相手チームの※印はナショナル 

プレィヤ ー ( 以下同じ)。スウヱ丨 

デンは 4 月の予選で、西ドィツと 

対戦していることからも日本にと 

'つてはスウヱ—デンの対戦は貴 

重。 

デンマーク同よう要所で 7 MT 
をとられ接戦となったが、後半は 
日本の走り勝ち。 

この日審判をつとめた H •カー 
ルソン氏はベテランの審判でアジ 


T 

M 

7 


*] 原岡尾宅水辺野浦尾毛田 

[ H 小北替一垂渡垫一寺三島 一 
得〇 〇 〇 〇 518 2 〇 〇 2 2 120 

▽その他の出場者 FP 古佐原〇 

日本は前半からスパート渡辺— 

垂水の大洋コンビを軸に着々と加 

点、快勝した。 ノー ドストリョ1 

ムはスウ X — デンナショナルの主 

力、なかなかシャープなプレーを 

見せた。 

ブカレスト大に初の黒星 

遠征第 5 戦はルーマニアでの第 
1戦として11月10日ル—マニア. 
チ.ャンピオンブカレスト大学とブ 


― 20 ― 








-全日本女子選手団- 

監督山田 計 （49) 

コーチ宇津野年一 (48) 

コーチ 井 薫 (34) 

GK 小原名苗 （23) 大洋 デパート 
北岡千賀 （23) 愛知教員ク 
F P 枝尾清女 (24) 大洋 デパート 
三宅美智子 （24) 大洋 デパート 
垂水秀代 （23) 大洋 デパート 
渡辺須和子 (23) 大洋 デパート 
米惠美子 （23) 大洋 デパート 
滝口治代 (22) 東京重機 
牧野凉子 （22) 東京重機 
三毛直子 （22) 田村紡 
寺尾由美子 （22) 大崎電気 
三 浦朝子 （21) 大崎電気 
島田夏枝 （21) 大洋 デ パー ト 
古佐原ひろ子 (21) 東京重機 
随行員中川 葵I 東急航空 


カレスト市のサラフロレスカ体育 
鮪に約三百の観衆を集めて行い、 
日本は初黒星を喫した。 


ブカレス 8 へ 111 7^4 


—大学 


)14 


日 


#0 06117201000 

h ] ビアルダナナナラアナトア 

ス ィィ ー 
レ 々ギレワリレ 
力 


，アス“ 
オウ 


本 


6 


/才ー ク • • 
レガルアリエドニミ M ィオ L 

/I/- - - 

K P 
G F 

*] 原岡尾宅水辺田毛野 

[ H 小北枝三垂波島三牧 
得 002 0 4 07100 114 

ルーマニア国内リーグで初優勝 
したブカレスト大。さすがにたく 
ましい攻守を示した。特に速い動 
きと巧妙なシヨートパス、ポスト 
プレーは参考になった。 

しかし「勝てない相手ではない」 
(宇津野コーチ)し、もう少し速 


攻が決まればモノにで#たろぅ。 

この試合でも7本の7 MT をと 
られ6点を失ぅなど防禦面におけ 
る判定解釈にとまどいを感じる。 

本大会までに欧州©ジャッジン 
グに慣れることが急務だ。 

ル—マニアナショナルに惜敗. 

遠征第6戦は11月13日サラフロ 

レスカ体育館でルーマニアナショ 

7 r:-AnY 日本 


DEO 00172330011 

J ー スリルルスアイスラルワ 


ニスヤアィセリ 
マブザイギロ ク 


. T , 


レ 


モギコ 
レ 


デー 
ゼ バ 〕 


レ 


クブマバアミオスズィムフ 
1/11/ ---\ 

K P 
G F 


和岡原尾水辺野田宅 

[ H 北小枝垂渡牧島三 
得〇 01215120 


8 

) 

1 


T 

M 

7 

? 

〇 

C 

2 


ナルと行った。 

今遠征の一つの〃ャマ場"とも 
云える試合だった。立ちあがりル 
1マニアは2、3分にゲット、日 
本も9分渡辺が返し接戦模様、一 
進一退のあと日本は15分島田、16 
分米で415。このあとルーマニ 
アの左腕ア]ギイル(ブカレスト 
大)に連続ゴールを許したのが痛 
かった。 

日本もひるまず食い下ったもの 
の2点差までが精いっぱい。後半 
開始後2ゴ—ルを許して11—-7と 
され相手に主導権を与えてしまっ 
た。終了間ぎれ 12115 から3点連 
取されたのも反省の材料。 

問題の 7 M T はともかくも 2 本 
におさえ(失点 1) ることができ. 
た。エ L ア内の ライン クロース、 
シュート 時のひっかけは文句なく 
吹笛され、大柄な選手に押してま 
れるとどぅしても日本の体格ハン 
デがマイナスになってくる。 

ルーマニアは日本同よぅディフ 
X ンスは早いつぶし、強烈なアタ 
ックを多用し、相手の攻撃の芽を 
反則で (7 MT にはならない程度 
の……〕逃れる策戦が実に巧妙で 
ある.° 

敗れたとはいえ世界選手権の.優 
勝候補と互角に試合を進め得た.こ.. 
とは日本の速い動きとフオ丨メー 
シヨ ンプレーが 充分に世界で通用 
することを確認できた。なお、 レ 

フヱリ1はハンガリ—のケステリ 


ィ、フロ ップの両氏。 

練習試合日本 X ル—マニアナ 
は分ける シヨナルチ ー ムの練 

習試合は11月14日行われ13—13 
(前半日本 c - — 6〕で引き分けた。 

日本の得点は牧野4、垂水、米 
古佐原、島田各2、三毛1。 

フランス第1戦は一方的 

• 遠征第 7 戦は フランスに おける 
第 1 戦として 11 月 17 日ボルド—市 
のスポ ー -ツパレスに 約千五百の観 
衆を集めアクィタィヌクラブと行 
つた。 

アクイタ 

イヌ 


日本 叉 1214 N 5 3 V 
得〇 02401000100 

ドンスレルルスル|ンルグ 
ゴコギパル 

マ 


ヌ 


ルワ 


ダ 


ン 


タガド n ルシ•マレマ 
レずノ 


ボ 


クス 


ア 


レポクカタヴボ M デガ D デ 


/ 

K 

G 


焱※ 


P 

F 


g 岡原ホ辺— g 屋口浦尾 
. B 北小波收三古島枝滝三寺 


得〇 01742171102 

日本のディフ X ンスはまったく 
アクイタイヌ K : つけいるスキを与 
えぬほどみごとだった。特に全試 
合のぅち半分以上出場した GK 北 
岡の大たんな守りと卩卩陣の鋭い 
出足は目についた。 

攻撃面でも 7 点を叩き出した左 
脈の渡辺をば じめ 全員がスピ ード 
にあふれた組織攻撃を示しスタン 


ドの拍手をあびた。(この項フラ 
ンススポーツ紙〃レ•キプ〃から) 

▽遠征第 8 戦 (11 月 19 日•アング 

レ—ム) 

日本加 ( 1416 M 0 3 VIr A y lt 
▽第 9 戦 (11 月 21 日.パリ) 


本又871 I 


49)13 


フランス 
ナシヨナ 
レ 


1 

C 


MT 


26 


▽同第 10 戦 (11 月 23 日. パリ) 
日本 A 67II43 VPK 

.7 

西ドイツでも4連勝 

▽同第-11戦(11月25日•アルステ 
ルドルフ体育館) 

一、へ 3 ——4 r ハンブル 
日本 9 P 613 j 7 グ 選抜 

▽同第12戦(11 月 26 日. デュッセ 
ルドルフ). — 

日本 18117[|58'13 ^ィン選 

▽同第 13 戦( 11 月 28 日•ミンデン) 

日本 AnvH 卜 
▽同第 14 戦=前哨試合最終戦( 11 
月 29 日. シヨネンベルグ体育館) 
ヨ M 8 f 8 12 )0 西べ-ルリ 

日 本 11 1018 ) 1 ン選抜 
(注〕第8戦以降の詳報は次号。 
渡辺が欧州遠征で好調なプレ 
打撲傷，1をつづけていた渡辺 
須和そ選手は11月 26 日の試合で相 
手の J •ワルツラウド選手と 激 
突、ヒザにかなりの打撲をぅけ世 
界選手権出場が危ぶまれている。 
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メツキは金属だけでは…… 
. ありません 


本 社大阪府高槻市辻子2 41番地 TEL 高槻（0726) 75— 5 5 5 1 

柬北本社袖岛限炤島市淸水町字屮打地 48 f 地 TEL 福島 (02452)3— 2812.2911 
宗形工業化学株式会 n 火 K 府高拽市辻子2 5 2番地の i TEL 高槻 (0726) 75—5767 〜8 
京瞻雛織让京都市街区上鳥羽花名町19番地 TEL 京都 (075) 6 8 — 9 7 0 1 


神戸 • 大阪 • 名古壓_東京 • 礼幌 
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関東一円をネット_一 


医薬品学:般 
高級化粧品 


株式会社 B 



すぐ: 


海外 トピックス 

-杉山茂 一 


東 ドイッ 18 —9 ユ丨ゴ 

ル—マニア 16 —10 ソビエト 

東 ドイツ 13110 ハンガリ ー 

ユ—ゴ10—8 ソビエト 
ル—マニア. 20 1 9 ォランダ 
東 ドイツ 1918 . オランダ 
ハンガリ— 1319 ソビエト 
ル—マニア 13111 -ユ—ゴ 
ユ I ゴ 6 t 5 -オランダ 
東 ドイツ 17112 ソビエト 
ハンガリ— 1519 ル丨マニア 
ハンガリー 14—7 .. ユーゴ 
オランダ 8 I 6 ソビエト 
東 ドイツ 14(分)14 ル—マニア 
〔順位】①東 ドイッ 4勝1分② ハン 
ガリ 14勝1敗③ ルーマニア 3勝 
1 敗 1 分④ユ ーゴ⑤オランダ⑥ソ 

ピエト 

男子はユ—ゴが優勝 

一方、男子は7ヶ国8チームが 
参加、連日三千をこすファン注目 
のぅちに行われ、予選リ—グ(-2 
組)では世界チャンピオンのルー 
•マニアをはじめユーゴ、ハンガリ 
—、西ドイツのオリンピック出場 
決定国が順当勝ちした。 

■決勝リーグははげしい星のつぶ 
し合いの末、ユーゴが2勝1分で 
1勝2分のルーマニアをおさえ優 
勝した。 

ハンガリ—の充実とノル ウヱー 

の健斗も目立った。 

なお、個人の得点争いはグルイ 

ア(ル丨マニア)とマロシ(ハン 


ガリ ー) が 26 点をマ^~ク、 1 位を 
分けあった。 

▽予選リーグ A 組 
ルーマニア 15—12 ノルウヱー 
西ドイツ 22—13 フランス 
西ドイツ 19-115 ノルウエ 1 

ル丨マニア 26 — 16 フニフンス 

7 r マニ3 gu ' lr 西ドィッ 

ノルウヱ— 24111 フランス 

▽同 B 組 

ユ—ゴ 21—16 ル—マニア B 

ハンガリ I27I16 スペイン 
ハンガリ— 19116 ルーマニア B 
ユ丨ゴ 29115 スペイン 
ユ丨ゴ 24(131111105 ) 15 1 ンガ U 
ル—マーーア B20 - 17 スペイン 
▽決勝リーグ 

ユ—ゴ 18 C 711 M 79 J 16 西ドイツ 
ルーマニ 9 へ 9 —8 ノ 9 ハンガリ 

ァ ユ lo—ilYl 

£ンガリ^ u )3 西ドィッ 
ユ-ゴ义 89ll71017 7 r マニ 

【順位】①ユーゴ②ルーマニア③ハ 
ンガリー④西ドイツ 
なお 5 位以下は順位決定リ ー グ 

の結果⑤ノルウヱー⑥ルー.マニア 
B ⑦スペイン⑧フラシスとなつた 

ハンガリ—、東ドイツ食う 

才^—ストリア国際トーナメント 
(男子)は 11 月 1 日から 3 日まで 
ウイーンに 4 ケ国が参加して開か 


れハンガリ—.©進出に注目が集つ 

た0 

ハンガリ〇へ9 —5ン〇才 I スト 
1 21 T —5 Y リァ 

東ドィッ 22(1210 M 54)9 スィズ 
UTI スト AnY ィス 

ー ンガ v 21 ( 129 ll .87 ) 15 東 ドィッ 
ー ンガリ 23(111211611)17 スィス 
東ドィ i ( 911 = 44 > J TI スト 

〔順位】①ハンガリ—©東ドイツ@ 
才—ストリア④スイス 

ヨーロッパ杯の組合せ 

第12回男子ヨーロッ.。ハカップの 
組み合せが発表された。 

前回優勝のグンメルスバッハ 
(西ドイッ=今春4月来日)は.リ 
スボン•ク(ポルトガル)を抽き 
あて楽勝が予想され、ァジァ予選 
に出場したホフマン、ヴァングロ 
ビ .ツらの 所属す るハポ H ル•ベタ 
テイクバ(イスラエル)はハフナ 
ルフヨルド(アイスランド)と、 
また|-4.エリクソン、〇-ストリ 
ヨ—ムらのへルラス•ストツクフ 
ォルム(スウェ1デン)はインタ 

丨•ハースタル(ブルガリア)と 

対廟する。 

このラウンド屈指の力—ドは M 
A I •モスクワ‘(ソビエト)と G 
W ダンケルセン(西ドイツ)だろ 

50 


東ドイツ、強味 

〜カルパティア杯〜 

数ある国際大会のなかでも屈指 
•のビッグエベント—第12回カル 
パティア•マウンティンカップは 
今年もクルージュ(ルーマニア) 

で10月25日から31日まで女子、11 
月9日から14日まで男子がそれぞ 
れ激戦を展開した。 

世界選手権(12 月•オランダ) 
の前哨戦ともいぅべき女子は優勝 

候補の東ドィッ、ハンガリー、ル 
^マニア、ユ^ゴにオランダとソ 
ビエトが出場、リ—グ戦で争われ 
た。 

予想どおり東ドイッが抜群の攻 
撃力で勝ち星を重ね、最終戦で地 
元、ルーマニアの奮起にあい引き 
分けたものの危気なく優勝を飾り 
〃ワ— ルド •チヤンピオン "がま 
すます有力となって来た。 

ハンガリ— 13—6 .オランダ 
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日体、中央破り 4 連勝飾る 

女子も日体、完ぺきな攻守 


• 点差をつけ 
反撃20分15 
分、 26 分 2 

つた。 

期待され 


|をつけられたが、後半激しく 
20分15116。しかし名城は24 
26 分 2 点を加え辛くも逃げ切 


第14回(女子第7回)全日本学生選手権は11月3日から7日までの5日間東京•駒沢屋内球技場 
(第 1 、第 2 日駒沢体育館併用)に男子 32 校、女子 10 校が参加、トーナメントで優勝を争った。 
オリンビックアアジ 地域予選を一週後に控えて熱戦が期待されたが、意外なほど盛りあがらず平凡 
な内容に終始した。 

男子は2回戦で前回準優勝の同志社(関西)が名城(東海〕に逃げ切られた小波乱のほかは有力校 
が順当に勝ち残り、結局べストフォアは関東勢が独占、予想どおり日体—中央の対決から日体が後半 
の中央の反撃をかわし4年連続4度目の学生チャンピオンとなった。 

女子は関東4校が関西、東海勢を制し、3年つづけて日体—東女体大の決勝となったが日体が得意 
の速攻で快勝、2年連続6度目の優勝を遂げた。日体の男女優勝は2年連続3度目。 


大阪経大、，早稲田を破る 

▽男子1回戦 

芝浦 H 大〇〇へ9 138■一 VM 大 
(関東) 21T — 5 8 (関西) 

東京教大〇へ 9 14 金沢エ大 
(関東) 2 1 ,11—3( 北信越) 

九州産大 87016 冴 嘴 
(九州)118 —8 )1 (関西) 

中京 1 7 1 3 r 日大 
(東海) 2(1413/" (関東) 

関 大673|32東_北大 • 
(関西) 3V23— 9 )1 (東北) 

日 体5へ15— 7)3 仙台大 
(関東) 2 lJ-ll 8( 東北) 


4麵酿1 


)(35||23> 


117112、 


1 


(関東) 

関 学 3 7|? 3 
(関西) 211161 

国士 館 2Tl —7 r 
(関東) 2vlll 8 yl 

大阪体大8へ L 17—57" 
(関西) 3 V 21—2; 

立 教 4へ 315 ン3 
(関東 ) lvlllooyl 


福岡大 

(九州) 

愛知教大 
(東海) 

富山大 
(北信越) 

東北学院 
(東北) 


京都産大 9 へ 9 —5^ 山口大 
(関西)11 10—4 )9 ( 中四国) 

法 政9へ 18 13 二！一^ 
(関東) 21 t —47( 東海) 

大阪経大 on /5 1 3 y 早稲田 
(関西)3—25(関東) 

名 城9へ12|6ノ8東京学喋 
(東海)11 ^-1 12」1大(関東) 

同志社 7 へ 16 |4\^西南学院 
(関西) 2广 11 —4 (九州) 

中 央4へ8 —5 ノ3松山商大 
(関東) 1^6—8 )1 (中四国) 

〇……順当な結果のなかでスタン 

ドを沸かせた試合が二つあった。 

大阪経大 X 早稲田。ともにょく 
走ってテンポのある好試合となり 
早稲田が先手をとって進んだが関 
西1位の自信をもつ大経大は22分 
貝原の ゲットで 3 t 3。 

そのあと26分津川、29分20秒貝 
原とたたみかけて優位を奪った。 

早稲田は後半3分7 MT の成功 


期待された仙台大は前半の健斗 
が精いっぱい、金沢工大もほとん 
ど勝機はなかった。 

名城、同志社をかわす 

▽同2回戦 

日体 26(14121 165)11関学 
大阪体大^^^::^^^国士館 
京都産大 13 f 76 M 31}4 立教 
法政 1275- II3 25大阪経大 


で反撃の態勢をととのえるかにみ法政12^ 75 叫 32 }5大阪経大 

えたが、大阪経大は— f 分か ol - loor 東—大 
ら連続3ゴ—ルする霞で試合 Q 芝浦工大 2 1 Ti 7 Y 凍— 大 

ベ—スを握りなおしデイフェンス和京 19 g — 0 2 u / L «£ 犬 


の健斗で早稲田を押し切った。 

0……優勝候補•中央に松山商大 
が食いさがった。中央は15分41 
1と主導権を握ったが、松山も粘 
り22分東のゲットで515。気を 
とりなおした中央は25分から連続 
3ゴールしてりードした。 

後半は一進一退、中央にもぅひ 

とつピリツとしたところのないス 

キを松山は狙い14分 10111 まで追 
いこんだ。ここで中央はまた3点 
をぁげ突き放し、29分14112から 
佐々木がダメを押した。 

〇.…：このほかでは名城 X 東京学 
芸大がもつれた。学芸大は前半デ 
イフェンスのもろさを つかれて6 


九州産大 


中央 20(10101 183)11関大 
名城1569:167>3同志社 

〇……名城が同志社を食う波乱が 
あった。名城の立ちあがりは好 
調、1分飼沼の ゲットを 口火に8 
分までに5点をたたき出した。同 
志社にしてみれば〃考えるま〃も 
ない失点だったろう。15分すぎか 
らようやく 攻撃にテンポがでてき 
たが、2点差まで追うのやがやっ 
と。後半も名城の堅実なプレ—に 
追いこんでは突き放されるという 
試合ぶりで25分12—13で逆転の期 
待をもたせながら15秒後名城、福 
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12 (1) 7 MT (2) 5 


近代化を誇る .一必 s 

湧永薬品広島工場 

17湧永薬品 
ジ々株式会社 







本 社/大阪市福島区上福島南3—142 TEL . 06-458-8901-5 
東京支店/東京都港区三田 2-7-16 TEL . 03— 451— 6996.7891 


支店/横浜•名古屋•大阪•広島•福岡 • 札悅 
工場/広島 • 和歌山 


得〇 0 2100200000 
M ] 井林縄目島田川村玉橋本城 

g ： 福小 長夏小成小 梶 小高松銅 
G P 
K _ ,F _ 

X ]田全石江田部川保 

[$ 吉木明細門里三古宫 
得〇 16201200 


〇 . 部員不足のうえに主軸の大 

江、新実を全日本に送りこんだ芝 
工大。 OB 連中は「1回でも勝て 
ば……」と思つたそうだが、執念 
で準決勝まで勝ちあがつた。名門 
の意地ともいえたし、みかたをか 
えれば今大会のハィラィトともい 
えた。 

〇……それにしても中京は不甲斐 
なかつた。後半5分まで実に35分 

間ノ—ゴールというのはどうした 
わけか。 

かつての中京は、 OB 選手一丸 
になつて打倒関東に燃えていた.も 
のだ。奮起を待ちたい。 

学生の試合を大きく左右するの- 
は. やはり「気力」の 一語に つきる。 

5 位に大阪体大決まる 

▽同5位決定戦予備戦 (2 試合) 

大阪体大 22{1012 M 43}7 名 城. 

中京9~63||15}6京都産大 • 
▽同5位決定戦 

大阪体大 16 6 T 0 M 6 5 jll 中 京 


田のシュートを許し、ついに名城 
が逃げ切った。 

〇……法政 X 大経大のせり合いは 
この日いちばんの内容だった。 

1 —2 とリ ー ドされた法政は 15 
分小石川の 7 MT でタィとしてか. 
ら落ち看き 16 分、 21 分荒井の巧技 
と 22 分小石川のゲットで 5 —2 と 
主導権を握り、後半い ちど 2点差 
まで詰められながら優位をキープ 
25 分以後の鮮やかな連続攻撃につ 
なげた。 

0……京都産大が立救を破った。 
今春1部入りを果たし上り坂の京 
都産大は発らつとした攻守で立教 
を圧倒、特に大原の鋭い攻撃力は 
目立った。 

立教は前半 26 分に初ゴールとい 
ぅ精彩のなさで、新進—斜陽の対 
照がぁまりにもハツキリしてい 
た，' 

往年の黄金ヵード日体 X 関学も 
前半 9 分 4 —4 t . で、その後は日 
体が速攻を爆発させて快勝、関学 
はなすがままにゆさぶられた。 

大体大、.日体に及ばず 
芝工大、執念のベスト4 

▽同準々決勝 

日体12{ 66 11 27 }^大阪体大 

〇……日体を目標に精進する大体 
大の気力は、.立ちぁがりたえず先 
行を許しながらすぐに追いつく粘 
りに実り好試合となった。 


得〇 00200240100 
5:坂倉井田山本出村山永本内 

[±逢宍藤中桐阪中中丸福坂山 



(審 •_ 


T * J 誠村精井原下藤岡原木田江 

•1 橋 

i 髙野髙喜松岩佐松浅細藤細 
禪〇 02010144000 


4 

C - 

T 

M 

7 

) 

1 

C 

2 


中盤からはむしろ大体大のぺ一 
スで 16 分中田、 20 分中出、 24 分福 
永のゴールで 1 点づつリ—ド、 26 
分には中村の 7 MT で t -1 5 と優 
位に立った。 

〇……試合巧者の日体は前半終了 
直前松岡がゲット、 6 17 。結果 
論だがこの1点はその後の戦局に 
影響する貴重なゴールであった。 

後半に入ると日体はすぐ反撃に 
転じ 1 分浅原でタィ、 5 分と 7 分 
(7 MT ) 高橋精の巧技で主導権 
を奪い返した。 

守りの動きもよくなり、大体大 
に得点機を与えず 20 分すぎ 9 —8 
から浅原の連続得点で勝利を決定 
づけた。大体大の進境が印象づけ 
られた一戦。 

.法 政 6( 3 3M 3 2V 京都産大 

得〇 02000110010 
犯谷 内生井田川本原沢 
^森林菅 谷 


茸砉 本— 

ほ W 垣針—福戸^大西 
K P 
G _ F _ 

®] 藤畑井林川上川野島手田 

® 佐川荒小小田長吉川井太 
得〇 00113100000 


〇……前半10分互い.の動きをさぐ 
りあぅだけでノーゴール、11分に 
なって法政はょケやく小石川がゲ 
ット、 16 分には 7 MT 田上が1点 
を加えた。 

京産大は、 さして 好調とは思え- 
ぬ法政ディ フヱ ンスを攻めあぐみ 
21分福井が初ゴールといぅ貪攻、 
さらに3 1 1 から 29 分林が 1 点を 
返して一応勝負を後半にかけた。 

法政は後半開始後いきなりスパ 
1卜、棺手の反撃を最小限におさ 
えて 15 分 614 としたがその後ピ 
タリ攻撃がとまり、20分戸田に返 
されて危かったが、辛くも逃げこ 
んだ。 

重苦しいだけで迫力のない凡 
戦0 

中 央 21f912M64V 名 城 


得〇 02140120 Q 00 
M 内橋島中沼野田口塚藤井崎 

U 高桑田飼阪福川石佐松江 



P 

F 


〇 

SIX 

〇 

-C 

T 

M 


W 上近要土木光石輪中田村田 
ゆ _»々藤 
S 井吉佐小佐佐白花田会山村 
得 〇 05172312000 121 

〇.•.…勝負はあっさり前半で決ま 
った。中央はスピード豊かな攻撃 
から名城ディフ X ンスをやすやす 
割り20分には9—1。名城は前半 
柊り頃から後半10分頃まで反撃の 
気勢をあげたに留'つた。 


芝浦工大12{ 84 


—〇 ノ 

—— 5 j 


中 京 
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#0 02 3-04100001 
S ] 中林縄島目田川村玉辺本城 

问福小長小夏成小梶小渡松銅 


/\/ 

K 

G 


P 

,F 


M 坂倉井田山本出村田山永本 

: b 逢宍藤中桐阪中中山丸福坂 
得〇 02200150060 

日体、法政に制勝 

▽同準決勝 


1 


MT 


6 


日 


体 13 


-4 、 


6法 政 


〇 

C 

3 


得〇 14220100 
Ji ] 田全石江富田部川保 

陡吉木明細門黒三古宮 


/\/ 

K 

G 


P 
F . 


〇 


a^o 03110010000 
&] 畑藤井川上川野田林島手 

險川佐荒小田長吉太 小川# 

K P 
G F 

«誠村原下井精雄富原江田岡 
咻橋 橋藤藤 
CB 高野松岩喜高佐佐浅細藤松 
#0 04111014001 

〇……法政は好スタ—卜。荒井の 
巧技で 4 分 211 を先行したのだ 
が、なんと>-」©.あと 30 分間ノーゴ 
1 ル。日体は 9 分松原で追いつい. 
たあと着々とポィントをあげ引き 
はなした。 

後半 3 分 7 MT (田上)で法政 
は 3—6 とし反撃に期待をもた■せ 
たが、またしても 17 分近く無得点 
といぅ凡攻、せっかくよい動きを 
しながら波にのった攻撃を見せら 
れず自滅したのは惜しい。 

中央、後半に突き放す 

中央 18 99 - M 37 j 10 芝浦工大 


d 上要木石光土中輪田関田 
W 藤々藤井 
£井佐佐白佐小田花会今塩 I 
#o 960010200〇 1 18 

〇 ……15 分 3—0 と中央がリード 
した時は味気ない準決勝に終るか 
-にみえたが、そのあと芝工大が追 
.馨、もつれた戦局になった。勝負 
のヤマは後半5分 10 19から中央 
が佐藤要のゲットを口火にチャン 
スを確実に得点に結びつけた場面 
にあった 0 

特に13分以後佐々木、花輪のコ 
ンビが多彩なプレーでたたみかけ 
るよぅにゴールを割った3得点は 
鮮やかで20分15|9と開いた。 

手ぅすな陣容で ベスト 4まで勝 
ち残った芝工大の健斗は大いに賞 
されてよいだろう。 

3位は法政、4位芝工大 

▽同3位決定戦 


法 


得〇 40350110 
X ]田石富江全部田川保 

[ S 吉明門細木三黒古宮 

K P 
G F 


*] 畑藤井林川田上川野島手 
fe ® 石 谷柳 
S 川佐荒小小太田長吉川井 
得〇〇-7130305100 


中央、後半の追撃及ば'す 

▽同決勝 
日体 A 57 
©〇 00303012000 
fc ] 上近光要輪木土石中田田田 
p ] i - 藤々井 
£井吉佐佐花佐小白田会塩村 


K 

G 


H 誠村原精雄下富岡原田井江 
#橋 撟舊 ® 1. 
[B 高野松高佐岩佐松浅藤喜細 C 
得〇 04101211020 '12 

〇……関東学生(10月)の雪じょ 

くを期す日体、真価を問われる中 

央〇 

斗志むき出しの両校の対決は最 
終日になってよぅやくコートサィ 
ドの熱気を誘った。 

中央は1分白石のゲットで先行 
意気あがるかにみえたが、日体も 


.2 分松岡で振り出しに戻したあと 
18 分までに連続 6 ゴール、■あっさ 
り主導権を握った。 . 

)8 j 中 央 中央は、日体が珍しくスローぺ 
V .—スの試合に持ちこんだため、攻 
撃のテンポを狂わされ20分すぎ佐 
々木の連続ゴールで点差をつめた 
だけだった。 

〇……後半、 10 分までに中央が 3 
本のシュートを失敗したのに対し 
日体は 4 回の得点機を活かし 9 ― - 


〇 

C 

T 

M 


ベスト4は関東勢占める 


▽女子 1. 回戦 (2 試合) 

甲子園学 007 
院(関西)1ぐ 


V 


日女体大 
(関東) 


政 20 P 1 I 177}14芝浦 X 大 


i 


14 


20 


中京女大 9 へ 9 13 'll 
(東海)110—1、 

0……両試合とも力の差がはっき 

りしすぎ正直にいって勝負になら 

なかった。初登場の福岡教大はギ 

リギリのメン.パーだったが元気な 

試合ぶりで 17 分315まで追いす 

がったがその後は疲れものぞき大 

崎、安井らを中心とした中京女攻 

撃陣に走りまくられた。 


1 


〃逆転"に自信をもつ中央は12分_ 
佐藤要、13分と18分佐藤光と矢次 
早に シュ—卜を決め3点差に迫っ 
たが、 日 体はその後を■慎重に守り 
切り関東リーグの雪じょくを檜舞 
台でとげ学生王座をがっちり確保 
した。 


日 

(関東) 


地方勢、すべて姿を消す 
東京教大、大体大破る 
▽同準々決勝 

〇……関東•東海1位同士の対戦 
も、日体が立ちあがり一気に6ゴ 
丨ル、あっ気なく勝負が決まった 
中京女も悪いデキではなかった 
が、日体の当りの強い守りにもぐ 
りこめず結局はスピード差が勝負 
を色分けた。 
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東京教大 6 へ3 1 0^2 大阪体大 
C 関東) e 3—2"2( 関西) 

〇..，：：期待の I 戦だったが大体大 

の攻撃陣が完封され予想外の凡戦 

に終った。 

東教大は 9 分畑中、 10 分山本 

(7 MT) で優位に立ち、その後の 

展開に余裕を見せた。大体大は前 

半11本のシュートが実らず後半2 

分の 77 MT (玉岡)が初得点、反 

擊らしい反撃もみせずに敗退した 

東京学芸4へ1—1 )2 中 京 
大(関東〕41,3(東海) 

〇 . 6分1 —1 のあと後半6分 

まで両校無得点といぅ貧打戦。も 

ぅ少し積極さがなければ学生界の 

レベルアップなどとても望めまい 

勝負は後半 15 分 2 —2 から学芸大 

が 16 分長嶺、 17 分浅井がゲット、 

メドをつけた。 

東女体大 3 へ 5 1 甲子園学 
(関東) 11,815 yl 院 

〇……内容はともあれ活気のある 

攻防戦だった。_ 

先手は甲子園が辻、白井らでと 

り 6 分 3 IO 。東女体大はゆっく 

り反撃の機を狙い10分 2—4 、20 

分 3 —5 と追いあげたあと 21 分高 

橋、22分本告がでタィ、勝負を後' 

半にかけた。 

後半6分東女体大は6 —6 から 
7 分堀江、 8 分川井で初めて優位 
に立ち、中盤は激しく得点を入れ 
あう熱戦を演じたが、結局このリ 
I ド点がモノを云い東女体が健斗 
の甲子園を破った。 


東京教大、後半に力つく 


東女体は学芸大に楽勝 


▽同準決勝 


きを完全に読みとられ、後半15分 
までなすべがなかった。 

東京教大、3位を確保 


東京教大 


揭〇 00301031100 9 
g 田井辺沢田本倉島中本本} 
轉継 〇 
£黒1^渡韮岡山坂川畑橋松 C 

K P へ*•近藤〉5 
G F 一審斉藤 ， i 7 M 

M 黒原田塚貫村田田本本本木} 

[0石大永赤小木嶋福坂岩松鈴 C 
# o 03105110000 11 

〇……事実上の決勝といわれるに 

ふさわしい試合だった。 

東教大は立ちあがり2—0、後 

半開始直后<^ - 16 と 2 回つかんだ 

優位をキ—プでできなかった.のが 

惜しまれる。 

.ここら あたりが〃飛躍の前に立 
ちはだかる力べ〃、の厚さであろぅ 
か。. 

東京女体 11 へ 5—0 東京学芸 

.得 〇 010110000 3 
S ] 林井島嶺元見野谷藤又 ) 

&小浅川長山初大大伊河 ( 


*] 田上橋江井次良間谷田告井} 

[« 増三髙堀川勇尾岩塩西本石と 
02060011010 11' 

〇 . 攻守に一日の長がある東女 

体大の順当勝ち。 

学芸大は相手ディフ X ン‘スに動 


▽同3位決定戦 
■東京教大 llf 7 41 I 


04学芸 


〇 . 学芸大は12分まで 211 と 

アヘッド、東教大は 14 分から連続 
ゴールしてあっさり劣勢をはね返 
し、後半は坂倉の活躍で 3 位を決 
めた0 

▽同決勝 

日体 16(412 ! 1 6 1 7東女体大 

#0 03310000000 7 
%田上橋江井良間谷田告井塚} 

M 増 IH 高堀川屋岩塩西本石石 C 

>GKifpi (〒@ 7mt 

fr ] 原黒田塚貫田村田木本林橋} 

[ H 大石永赤小嶋木福八岩小高 { 
得〇 04032410200〜16 

〇……攻防両面でのスピード差が 
れき然。お粗末な決勝戦だった。 

日体は立ちあがりたてつづけに 
シュートを決め20分には12—0と 
開いた。 

東女体犬は機先を制されて乱れ 
23分高橋がどぅにか持ちこんで前 
半の完封をまぬがれただけだった 
〇……実業団に追いつけ、の掛け 
声も一校や二校の奮起では実るま 
い。女子学生界一丸となって目標 
に突き進まなければ何時までも陽 
はささない。 


V ……会場から帰途につく関 
係者やファンは誰もが浮かぬ 
顔をしていた。学生界といえ 
ば®!他ともに斯界の最高峰を 
認めていたハズ。それがなん 
ともお寒い内容の試合に終始 
していたからである。 

オリンピック 予選の影響で 
かなり変則的な日程を余儀な 
くされたのが一因といわれ 
る0 

秋のリーグ戦、そしてこの 
大会と大急ぎで消化。「ゆっ 
くり調整するヒマがなかっ 
た」七有カチームの監督は口 
を撤える。 

▽. リ —グ戦に勝つコトも 

大目標である以上、短い期間 
に二つのヤマ場を迎えること 
はたしかにコンディショニン 
グが難しい。 

.しかし、それを凡戦連続の 
理由にすることは許されまい 

ズパリ、質の低下である。 

これにも色々の理由がある 
だろぅ。なかでも各校のかか 
える部員不足はィコ—ル層の 
薄さにつながる。部内の競争 
がないところに強チームの輩 
出は期待できない。 

V ……大学生のハ.ンドボール 
人口はむしろ増えているとい 
われる。だが多くは同好会に 
流れいわゆる体育会 ic は入部 
しないのである。 

古い歴史と伝統をもつ学生 
スポーツが一つの曲め角に来 


ていることを学生界の関係者 
は改めて話し合い〃研究"す 
べきではないか。 

V . 学生スポ I ッの最大特 

色を気力であるとしたら、こ 
の大会、文句なく芝浦工大を 
推したい。過去8回の優勝。 
名門の意地と執念は、部員不 
足をのりこえ、.若手 CD - 未熟を 
上級生が実によくヵバーして 
ぃた。 

地方勢が中央勢になんとか 
一矢をと最後まで食い下った 
姿勢にも好感がもてた。当り 
前、といってしまえばそれま 
でだが、それが強く印象づけ 
られるところに今回の低調が 
物語られる。 

V ……女子もいぜん。ハッとし 
なかった。実力差がはっきり 
しすぎせりあい W ない。打開 
の道である加盟校の増加につ 
いて代表者会議で山本芳松氏 
(中京女大部長)が要望と同 
時に関係者の努力をせまった 
が、聞き逃すことのできぬ警 
鐘ではなかったろうか。 

V ……大会運営もかなり危い 
橋を渡っていたようだ。 

主力委員が1年ごとに卒業 
していく学連を援助するのは 
OB の役目である。 

OB の熱意が以前よりも低 

くなつているとしたら . 。 

それは競技の質の低下よりも 
"おそろしいこと〃ではなか 
ろうか。 (鏡) 
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東海は中京が 3 連勝 

秋の学生リーグ戦記録続報 
松山商大、4大タイトル握る 



ミカボ_ル‘ 

日本ハンドボール 協会公認球 *1^ 

三:商会 


東京•豊島•巣鴨’ 7丁目1696 
TEL (941) 2 6 3 5 .6592 


北 海 道 

◊第 3 回全道学生選手権0 11 月 
13 、 14 日◊釧路教大球技場〇 
参加 5 校 
▽リー,グ戦 

北海道大 24 { 1212||63^9 北見 H 大 
釧路教大 26(131311 50 21 小樽商大 
北海道太 15 C 8 7 M 5 8 } 13 室蘭 H 大 
小 樽商大 15 C 69 II6 6 } 12 北見 H 大 
室蘭工大 16 C 511 II 9 6 } 15 釧路教大 
北海道 大 24 C 618 II 24 W 6 小樽商大 
室蘭ェ大15 { 96||24 }6北見ェ大 
北海道 大 24~1311 M 34}7 釧路教大 


室蘭工大 17 C 611 M 3 7}10 小樽商大 
釧路教大 17{710 M 78 } 15 1 北見 H 大 

〔順位】①北海道大 4 戦全勝= 3 シ 
—ズ y 連続優勝®室蘭工大 3 勝 1 
敗®釧路教大2勝2敗④小樽商大 
1 勝 3 敗⑤北見工大 4 敗 

名城、後半の反撃とどかず 


名古屋大12{;75叫45}9爱知教大 
南山又 79||56 )ミ阜大 


中京 15( 6 9 M 6 6)12 名 

得〇 00421004010 
M 内橋島沼田口野塚藤井中崎 

: S 竹高桑飼福川阪石左松田肛 


P 


東 

海 

京】 

縄） 

目 

田 

川] 
村卜 
玉 
辺 
橋 

0) 7 

東 

海 

へ 

I 


◊10月16日〜27日 ◊愛知県体育 
館ほか ◊参加1部6校2部6 
校3部4校(岐阜歯大新加盟) 
▽1 部 

南 山16{106||15}6名古屋大 
名城 18(81011 


城 

2 


T 

M 


▽ 3 部名古屋学院 26126 滋賀大 

(注)參加を予定された岐阜歯科大 

.は部員の自動車事故、県立三重大 

は メンバ ー 不足から棄権、 3 部は 

1試合を行っただけ 

▼1 〜2部入れ替え戦 

愛知教大 9 へ 12163 冲部^ < 
1 孤) lr —7 12 部) 

中京女、初の2連勝 


中京 2714 T 3 M 2 5丫 

名 城 26(16101 16511 

岐阜大20128115 2' 7 

中京 1578II7 411 

名城 27(1413 m 55)10 

中京 25 (im 85 ) 13 

南山 2010 T 0 M 7 8)15 

巾 a 30 (IM 30)3 

岐阜±10{;91||55> 
5き分け 

名城150 ! l . I 10-3 U 13 


12岐阜大 
愛知教大 
愛知教大 
名古屋大 
南 山 
名古屋大 
岐阜大 
愛知教大 
名古屋大 
愛知教大 


南 山 


. S 福小長小夏成小梶小渡高松 
得〇 〇 3 〇 4 2 2 4 〇 〇 〇 〇 115 

〔順位】①中京5戰全勝= 3シーズ 

ン連続22度目の優勝②名城4勝1 

敗③南山 3 勝 2 敗④岐阜大 1 勝 3 

敗1分⑥名古屋大1勝4敗⑥爱知 

教育大4敗1分 

2部は中部工大勝つ 

▽ 2.部中部エ大 15 —9爱知大、 
名工大 19—12 静岡大、爱知工大15 
—9三重大、名エ大 16 —5爱知大 
中部工大 2519 三重大'靜岡大15 
—10 三重大、中部エ大 24 |9名エ 
大、愛知大 141 11 愛知工大、中部 
エ大22—10愛知エ大、三重大11— 
7 爱知大、名工大 20—10 愛知工大 
中部工大 18114 静岡大、愛知犬13 
—11 静岡大、三重大 17 —9名エ大 
愛知工大16—14靜岡大 
〔順位】①中部工大5戰全勝②名古 
屋工大 3 勝 2敗 @三重大■愛知大 
2 勝 2敗 1 分 ⑤爱知工大 2 勝 3敗 
⑥ 静岡大5 敗 


◊10 月 17 日〜 24 日◊愛知県体育 
館ほか、◊参加 4 校(歧阜大新加 
盟〕 

中 京0^ 36||10 }1愛知教大 
中京女大 1385 M 32 V 岐阜大 
中京 15'5T0 M 12}3 岐阜大 
中京女大 17 { 98M 22}4 愛知教大 
中京女大 17 f 116 M 26}8 中京 
岐阜大 7 A 34 M 51 }6 愛知教大 
〔順位〕①中京女大 3 戦全勝= 2 シ 
1ズン連続 3 度目の優勝②中京 2 
勝1敗③岐阜大1勝2敗④愛知教 
大 3 敗 

大阪体大、全勝で連覇 


DS 7 

3^ 


西(女子) 


◊10 月 3 日〜 24 日◊大阪府立大 
体育館ほか<>參加 4 校 H 記録一 
部既報のため重複 


—— 










——関西学生秋季(男子 1 部)—— 


経体産同学甲 

勝負 

①大経大…〇〇〇〇〇 

5 0 

@大体大•…〇〇〇〇 

41 

③京産大••…〇〇〇 

3 2 

④同志社#••…〇〇 

2 3 

⑤関学 •••争… 〇 

14 

⑥甲南參 0#••… 

0 5 


[2 部順位]①関大5戦全勝②桃 
山学院4勝1敗③京大3勝2敗 
④追手門学院2勝3敗⑤神戸大 
1勝4敗⑥竜谷5敗 


日本八ンドボ-ル協会公認球/么/ 





サー ビス部 

新宿区新宿2丁目葷俘前 
TE し （341)2979 *1016 


望月運動用 SKK 

柬京考&墨田区横川橋4•了目6 
丁 EL 本戸斤（62 2)〇746 


追手門、神大 23117 竜谷、関大20 
—13神大、桃山学院18114京大、 
追手門 21114 竜谷、関大 19113 追 
手門、京大 20116 竜谷、桃山学院 
24112 神大、追手門21—15神犬、 
桃山学院 19115 竜谷、関大18—15 
京大 


▽ 3 部大阪市大 16 —9 立命館、 
近畿大 17116 大阪府大、大阪大 2.4 
—8和歌山大、立命館 20|9和歌 
山大、近畿大 15112 大阪大、犬阪 
市大 17115 大阪府大、大阪府犬 24 
—21立命館、近畿犬 30114 和歌山 
大、大阪大 16 — 11 大阪市大、大阪 
大 31 13立命館、近畿犬 27 1 14 大 
阪市大、大阪府大20—10和歌山犬 
大阪大10|7大阪府大、大阪市大 
25—13和歌山大、近畿犬 20 —13立 
命館 | 

〔順位】①近畿大5戦全勝②大饭大 
4勝1敗③大阪市大3勝2敗④大 
阪府立大2勝3敗⑤立命館1勝4 
敗⑥和歌山大5敗 

▽ 4 部八組関西外語大 16 — 8 大 


阪外語大、大阪薬科大 34118 天理 
天理19—14大阪外語大、大阪薬科 
犬 27116 大阪教育大、大阪教育大 
12—10関西外語大、大阪教大20— 
9大阪外語大、大阪薬科大 18 112 
関西外語大、大阪教大 21117 天理 
天理23—14関西外語大、大阪薬科 
大36—12大阪外語大 
▽同 B 組京都教大3415京都エ 
業織維大、京都教大 2719 大阪歯 
'大、大阪工大 26112 京都工業繊維. 
大、大阪歯大 26113 京都工業繊維 
大、京都教大 17113 大阪工大、大 
阪工大2-7—15大阪歯大. 

▽同7位決定戦関西外語大-12— 
8京都工業繊維大 
▽同5位決定戦天理 181 11 大阪 
歯科大 

▽同，3位決定戦大阪工大 28116 
大阪教大 

▽同優勝決定戦京都教大 1216 
大阪薬大 

三つ巴、松山商大抜け出す 


中•匹国 


中四国学生秋季リーグ戦(第10 
回中四国学生選手権)は 11 月 13、 
14の両日香川•高松工芸高グラン 
ドで 行われ、 5 校が參加した 1 部 
は松山商大、山口大、広島大福山 
が互いに星をつぶしあつ，た結果、 
優勝は得失点差にもちこまれ松山 
商大がプラス 26 で山口大、広島大 


福山をおさえ3シ—ズン連続5度 
目の優勝を飾った。選手権優勝は 
44年の第8回大会以来3部連続。 

なお、松山商大は今シ—ズン春 
秋の中四国学生リ—グ、第21.回西 
部学生、四国ィンカレと 4 つの夕 
ィト ルをにおさめた。2部 
(6 校)は広島工大。 

【 順位】①松山商大3勝1敗②山口 
大3勝1敗③広島大福山3勝1敗 
④近大呉⑤広島大 
C 2 部順位】①広島工大②岡山大③ 
香川大④広島商大⑤爱媛大⑥山口 
大工学部 

男子で名城が初優勝 

女子は中京が4連勝 

第12回愛知学生選手権は12月4 
日から5日間名古屋市体育館で行 
われ、男子は準決勝で名城大が12 
連勝を狙ぅ中京大を1点差で降 
し、名大を破った B チームと優勝 
を争い初優勝した。 

女子は中京大が中京女大 A、B 
を連破、4年連続5度目の優勝を 
飾った。 

=詳報次号 

京都産大第1回京都産犬—九 

初戦飾る州産大定期戦は11月 
1日京都•西京極体育館で行われ 
京都産大が後半一気に勝負を、決め 
第1戦を飾った。 

京都産大 23{1013 M 410 j 14 九州産大 


大阪体大 18f117Mll}2 大阪薬大 

_子園学义138—1 〇丫大阪教大 

大阪教大 14 { 86 || 22}4 大阪薬大 

大阪体大 18 7111112)3 .大阪轨大 

1子園学 1 S — V .- K 阪薬大 

大阪体大 S 46 I I 2.2 V |子園学 

〔順位】①大阪体大 3 戦全勝= 2 シ 
—ズン連続2度目の優勝②甲子園 
学院2勝1敗@大阪教大1勝2敗 
④大阪薬大 3 敗(夙川学院棄権〕 

目立つた京都産大の健斗 
関西学生男子•続報 

10 月 3日から24日まで1 〜 3 部 
各 6 校、 4 部 9 校に よって 行われ 
1部は春季同よぅ大阪経犬と大阪 
体大が順当に勝ち星を重ね最終戦 
で 対決、大阪経大が前半巧く主導 
権を握り2連勝を飾った。 

1部初登場の京都産大が気力に 
あふれた攻守で名門各校を降して 
3 位に食いこんだのはみごとだっ 
た。 . 

2部は関大が復調して全勝、1 
.部返り咲きも決めた。 3 部は近幾 
大、 4 部は京都教大が大阪薬大を 
破ってそれぞれ優勝。 

▽1 部 スコァ 前号速報 
▽ 2 部関大21—14竜谷、京大27 
—12神大、桃山学院 33115 追手 M 
関大13112桃山学院、京大20—11 
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全日 本総合へ AOK 栃木、桜丘会 


全日本総合選手権(12月15〜19 
日•東京) 1 C 全国社会人(クラブ) 
代表として出場する2チームの決 
定戦は東、西ディビイジヨンに分 
かれて行われ東日本側は AOK 栃 
木、西日本側は桜丘会がそれぞれ 
勝ちあがった。 

◊ 

東日本ディビィジヨン AOK 栃 
木(関東•栃木)と函館有斗高〇 
B (北海道)の試合は 11 月 21 日茨 
城•水海道二高体育館で行われ A 
OK 栃木が制勝、代表に決まっ 
た0 


*AOK 栃 4U 


115 


函館有斗 
高 OB 


gf 良級)ク 


各 

地 

の 

記 

録 


た。 

ベスト•フォアには予想どおり 
国体などに出場経験のある奈良ク 
2連勝を狙ぅ佐野エク(大阪)、地 
元洛東ク(京都)、城東ク(大阪) 
が勝ち残り、結局、決勝は奈良ク 
X 洛東クの顔合せから奈良クがチ 
ャンス.を確実に活かす巧みな試合 
運びで快勝、初優勝した。 

▽1 回戦 (1 試合) 

■東住吉ク 
(大阪) 


#東都) J —9 


▽ 2 回戦 


1大東阪)ク 


◊ 

西日本ディビィジヨン奈良ク 
(近畿•奈良)と桜丘会(東海 • 
愛知)の試合は12月&日•奈良. 
畝傍高校で行われ、桜丘会が快勝 
代表権を握った。 

桜丘会 

(愛知、 27123 
東海) 


29116 

奈良ク 22114 


星友会 
C 京都} 

篁 会 
GB 都} 

佐野エク 
(大阪) 

待兼ク 
(大阪) 

ピンクィン試合放棄 
ディアンズヘ 71〇) 
S 都) 

洛東ク 16—10 


15—13 
18115 
20111 
15114 


八幡エ〇 
B (滋賀) 

シルビア 

(京都) 

寝屋川ク 
(大阪) 

デンタル 
ズ(大阪) 
島津製作 

ク s ») 
M 口南 OB 

S - 都). 
北陽ク 
(大阪〕 

高島ク 
(滋賀) 


近畿クラブで奈良ク勝つ 

第ネ回近畿クラブ選手権(男子 
のみ)は 11 月3、7 の両日、京都 
•乙訓 高校球技場に 5 県 17 クラブ 
が参加して卜—ナメントで行われ 


洛東ク 26 ( IM66 ) 12 ;" がィァ 
▽準決勝 

奈良ク 18 99- M 8 9 } 17 城東ク 
洛東ク 12(7 5 M 5 6^1 11 佐野 H ク 


▽決勝 

奈良ク 22^101 I 67 


113 洛東ク 


東海は桜丘会と清水ク 

第2回東海クラプ選手権は11; 
21 、 28 日の両日名古屋市体育館に 
男子 16 、女子3クラブが参加して 
行われ、男子トーナメントは準決 
勝で前年1位の名城ク(愛知)が 
蒲郡ク(愛知)に敗れる波乱があ 

つた。 

決勝は愛知同士の顔合せから名 
門■桜丘会(愛知)が前半の優位 
を活かして初優勝した。 

女子は決勝リーグの結果、清水 
ク(静岡)が優勝。 

▽男子準々決勝 


▽準々決勝 

城東ク 20 f ?3 M 93 V S 会 
奈良ク 20 f128l 1 6 6 V 星友会 
佐野 H 22 U 8 M 8 4 12 待兼ク 


名城ク 
(愛知) 
蒲郡ク 
(愛知) 
清商ク 
(說岡) 


26116 


21i 


23— 


1 


1 愛丘知)会％- 
▽同準決勝 


14 


二俣ク 
(静岡) 

東海ク 
(愛知) 
鏡島イーグ 
ルス (岐阜) 

静農ク 
ペ静岡) 


蒲郡ク 21116 名城ク 
桜丘会 19 —S '•，.清商ク 
▽同決勝 

按丘会 17611 M 113 W 蒲郡ク 

▽女子決勝リーグ順位 
①清水ク(静岡)②名古屋ク(愛 
知)清商ク(静岡) 

琉球大、男女優勝成らず 

▼第 24 回沖縄体育大会ハンドボ— 
ル競技(11 月•浦添高) 

▽男子1回戦 (1 試合) 

琉球大19—15全那霸 
▽同準決勝 

国，頭 21 — 16 沖縄大 
琉球大 1119 中 頭 
▽同 3 位決定戦 

中 頭 20117 沖縄大 
▽同決勝 

琉球大1415 9 M 8 3}11国頭 
■▽女子決勝 

中頭1468||41>=琉球大 

男子は青高クが制す 

▼第 11 回青森県総合室内選手権 
(11月 •青 森西高) 

▽男子準々決勝 

青高ク 1218 アニマルズ 

大湊ク 26 —3 弘前大 OB 
柏木農高 11—8 海猫ク B 
七戸高14—13 カーー•ク 
▽同準決勝 
青高ク 


七戸高 14113. 柏木農高 
▽同決勝 
青高ク141 


u —— 4 
^ ―6 


110七戸高 


14—7 大湊ク 


▽女子決勝リーグ 
青森西高 11—0 三本木高 
三本木高 8 14 青森高 
青森西高 1410 青森高 
【順位】①青森西高②三本木高③青 
森高 

塩山商、男女ともせり勝つ 
▼山梨県高校新人大会(11月•甲 
府市) 

▽男子準々決勝 

甲府一 11—7 園 芸 
塩山商 14—3 明 誠 
吉 田- 11—6 大月付 
機山エ 10—4 日.川 
▽同準決勝 

塩山商 1616 甲府一 
機山エ 615 吉 田 
▽同決勝 

塩山商 1147II 6 3 V 機山エ 
▽女子準々決勝 

塩山商 1113 一 商 
甲府商 4 —3 甲府二 
山 梨 612 長 坂 
日 川 812 吉田商 
▽同準決勝 

塩山商 10—1 甲府商 
山 梨 913 日 川 
▽同決勝 

塩山商 4(22 II 2 13山梨 
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▽女子1回戦 (3 試合) 
進徳 3 IO 豊 
山陽女 不戦勝 白 
呉 商' 8— 3 宫 
▽同準決勝 

第一女商 81 進 
山陽女，10—0 具 
▽同決勝 

山陽女 6 33 II 03 V 第 
伝統の両校いぜん強し 


▼静岡県高校新人大会 
士高) 

.▽男子準々決勝 
清水商 31—6 

富士 -6 

御殿場 1018 
気 贺 19—4 
▽同準決勝 
清水商 1717 
御殿場 14110 
▽同決勝 

清水商 20110 
▽女子準々決勝 
静岡城北 11—3 
浜松南 .513 
御殿場 1312 

，清水商 91 

▽同準決勝 
静岡城北 910 
清水商 5 14 
▽同決勝 

静岡城北 611 


(11月•富 


修善寺 H 
浜松南 
静岡農 
二 俣 


御殿場 

沼津女 
清水西 
清水女 
二 俣 

浜松南 
御殿場 

清水商' 


本田技研同士で争覇 
▼第23回三重県総合選手権. ( 11 月 
津高) 

▽男子準々決勝 

本田技研 A 39 I 13 自衛隊久居 
四日 市エ髙 12110 大協石油 
本田技研 8 10 |9日本合成ゴム 
修球会 1818 高 田ク 
▽同準決勝 

本田技研 A18IS 四日市エ高 
本田技研 B 18 I 14 修球会 
▽同決勝 

本田技研2へ5 15 本田技研 
A lvt — 5 y B 

▽女子準々決勝 

田 k 紡 24—3 暁 ク 
津女ク 1013 上野商高 
四日市ク 1316 四日市商高 
暁 高 C 5 津女髙 
▽同準決勝 

田村紡 2012 津女ク 
暁 高 917 四日市ク 
▽同決勝 

田村訪 14 C 86 M 1293 晓高 

◊お知らせ日本協会では全国の 
ファンからアジア予選のプログラ 
ム譲渡の連絡をぅけているが、12 
月 10 日以降先着 300 部に限り贈呈す 
ることに なった。希望者は郵送料 
30 円(切手)を同封して日本ハン 
ドボ—.ル協会(東京都渋^！区神南 
1の1の1)に申しこめばよい。 


全仙台大に初の栄冠 

▼第15回宮城県室内®^権 ( 11 月 
仙台；} 

▽一般 男子準決勝 
白虹会 25116 古川 HOB 
全仙台大 30118 東北大 
▽同決勝 

全仙台大 23(167! 199 )18 白虹会 

全仙台大は初優勝 
.▽一般 女子決勝リーグ 


涌谷髙 11—3 
S 谷高 5 1 2 
湧谷高 0 G 9 I 7 
湧谷高は2連勝 
▽高校男子準決勝 
古川 H 18 17 
育 英 11—1 
▽同決勝 

育英 761 I 142 


涌谷髙 OG 
古川女髙 
古川女髙 


仙台一 
古川 


涌 谷 1015 祇囲.寺 
▽同決勝 

古川女 5 C 32 II 3 14 涌谷 
m 女髙は初優勝 
近大呉、広島工大を破る 
▼広®県一般男子秋季選手権(11 
月.呉) 

▽準々决勝 

広島工大棄権三菱レ大竹 
全広商大 23—18 広島教員団 
近大吳 16 —5 広島商大 
修道ク 11—5 広島大 
▽同準決勝 

広島工大 15—14 全広商大 
近大呉15(分)15修道ク 


育英 76 TI 14 2 V 古 J1I X 
育英高は初優勝 
育英、新人戦でも優勝 
▼ 宮城県高校新人大会(11月•古 
川〕 

▽男子準決勝 

育 英 15—5 祇園寺 
宮城水産 '815. 仙台一 
▽同決勝 

育英 17 { 710 ||41}5 宮城水産 
育英高は12年ぶり2度目の優勝 
▽女子準決勝 

古川 女 714 塩釜女 


広島工大15—14全広商大 
近大呉15(分)15修道ク 
抽せんで近大呉の勝ち 
▽同決勝 

近大貝 16 79! 1 1 6 7広島 H 大 

山陽女、新人戦も好調 

▼広島県高校新人大会(11月•松 
本商) 

▽男子準々決勝 

呉三津田 16114 松本商 
呉 港 15—4 呉 0 
山陽 9 —6 宮 原 
呉，エ 20—9 修 道 
▽同準決勝 

呉三津田 16 — 13 呉' 港 
呉 エ 10—3 山 陽 
V 同決勝 

吳 Hll ( 6.5 ll 36)9 §1 津田 




国学院栃木高、清国産業破る 
▼第 19 回栃木県総合選手権 (11月 
国学院体育館) 

▽男子準々決勝 

国学院栃木高 A13—4 馬題高 A 
足利 X 高 B 11—10 宇都宮エ高 
国学院栃木高 B20I11 足利高 
国学院栃木高 C 21120 清国産業 
▽同準決勝 

足利 SB 8 15 gA # 院柄ェ 


国学院栃 7 .7 国学院高 
木高 C 21 B 

▽同決勝. 

国学院栃5へ15—6\3足利エ高 
木高 C 2^17^1 B 

国学院栃木高系の優勝は5度目 

▽女子準々決勝 

細1_梅？3 —5 馬頭高 
小山城南高 A 22I3 矢板中央高 
国学院栃木高 A 棄権足利女高 
小山城南髙 B 913 足利商高 
▽同準決勝 


12—4 
15—3 


.茨苑 91819 麻生高 
ff xrl ン 217 竜崎 OB 
全麻生 19—9 茨城大 
▽準決勝 

自衛隊勝田15—14嚷苑ク 
全麻生 1319 茨城コンドル 
▽決勝 、 

全麻生 25 U 141 |1010)20_衛隊勝 

岡山教員、順当勝ち 

▼岡山県一般男子秋季選手権(11 

月•岡山エ) 

▽1 回戦 C 2 試合；} 

全倉敷17—11天城ク 
津山高専 1314 九州耐火 
▽準決勝 

岡 '* 教員 16—13 全倉敷 
児島柏会 15—11 津山高専 
▽決勝 

岡山教員 21 ~ 126 1: 54 }9児島柏会 


小山城南 
高 B 

小山城南 
高 B 


国学院栃 
木高 B 

国学院栃 
木高 A 

▽同決勝 

国学院栃 . 6 国学院栃 
木高 B ? e 'ホ f 

茨城は全麻生勝つ 

▼第 21 回茨城県総合 (男子) 選手 
権 (11月水海道一高) 

▽準々決勝 

自衛隊勝田 24 |9. 石岡一高 


高校は倉敷ヱと真備 
▼第 26 回岡山県高校新人大会 (11 
月.岡山エ髙) 

▽男子準々決勝 

津山商 1316 勝間田 


大安寺 


倉敷 HA 58 II4 4 V 津山商 
▽女子1回戦 (1 試合〕 

落合12—6 津 山 
▽同準決勝 

真 備 11—5 落 合 
津山商 1814 金 川 
▽同決勝 

真備 7( 34 M 22 )4 津山商 

初芝、延長で上宮制す 

▼第 18 回大阪府私学高校総体ハン 
ドボ—ル大会 (11月.大阪) 
▽男子準々決勝 

上 宫 1714 此花商 
浪商 514 桃 山 
大 商12ふ 追手門 
初 芝 12—1 大阪学院 
▽同準決勝 

上 宮 1919 浪 商 
初 芝 15—9 大商 
▽同 3 位決定戦 

大 商 11—5 浪 商 
▽同決勝 


初 芝15 


14上 


邑 久 


倉敷商' 10—8 児 島 
■倉敷エ 18111 矢掛 
▽同準決勝 

津山商.1113,大安寺 
倉敷 H 15—8 食敷商 
▽同決勝 


男子で大和、女子日野が進出 

▼神奈川県高校新人大会(11月， 
横 浜) 

▽男子準々決勝， 

一 商 10—8 希望ヶ丘 
新 城13|1桐蔭 
湘南(通〕 8 17 市川崎エ 
大 和 5§5 慶応 
抽せんで大和高の勝ち 
▽同準決勝 


新 城 


野 


宮 


▽女子予選リーグ A 組順位①初芝 
②大阪女短大附③東大阪④梅花 
▽同 B 組順位①住吉 '# 園②城南@ 
大谷④愛泉 
▽同3位決定戦 

城 南 8 ―1大女短大附 
▽同決勝 

住吉学園6 6 42 M 23 }5 初 芝 


日本発条 24111 


セントラ 


312 
1 1 


ル自動車 

防衛大 1117 


慶応ュニコン 10—9 
▽同準決勝. 


日本発条 


T1-1 


桜ケ丘ク 


セ自動車 


防衛大 12—7 慶応ュニ 
▽同決勝 


日本発条13 


S—— 3 
5 —7 


10防衛大 


商 


大 和11ふ 湘南(通) 
▽同決勝 

大和 7 T 3 M 3 3 6新城 
▽女子準々決勝 

日 野 512 市川崎 
上 溝 13—4 立 野 
明 倫 5 14 江 南 
京 浜 9 14 大 津 
▽同準決勝 


▽女子決勝 

，東ク 10(55 m 3'3 yvsjiio 
〃〃〃〃愛知協会は 11 月23日 

Jg ^ Q 日本対ィスラェル 

5 T """ 戦(愛知県体育館〕 
でカメラを拾得、落し主を探して 
いる。お心あたりのかたは「名古 
屋市東区東白壁町•県立爱知商業 
高校内、愛知ハンドボール協会. 
.山田仁止=電 052| 935 |3 4 4 1 」 
あて問合されたい。 


9 —8 上 溝^ 


"底辺拡充〃〃ミュンヘン 


日 

明 倫 7 12 京 浜 
▽同決勝 

日野 6A 33 M 1 1 2 明倫 

一般は日本発条が連勝 
▼神奈川県秋季選手権 (11月•横 

浜) 

▽男子準々決勝 


記 


相友ク 
日進商会 
三春台ク 


での上位入賞"この二つが 
集来年の日本ハンドボール界 
後の一一大課題であることに誰 
も異論のある人はないと思 
います。今年もいろんなこ 
とがありました。 

来年が日本のハンドボール界に 
とっても、ハンド ボ丨ルフアンの 
みなさん r とっても良いお年であ 
るよぅ に …：. 〇 

次号は恒例により、1 .2 月合 
併号を1月末にお届け. L たいと.思 
っています。 ( TF ) 
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世界 じゅうのタイプライターの 
うち、10台に1台はブラザー製 
110力国に輸出されています。 
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